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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月1日(2016.11.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　投入されたコインが転動する下向きの軸線に沿って延在するコイン通路と、
　前記コインが前記コイン通路を転動する過程で、少なくとも前記コインの直径により真
偽を判別し、偽コインを前記コイン通路から排除するコイン選別部と、
　前記コイン選別部に対し前記コイン通路の下流側に配置され、前記コイン通路の側方に
おいて前記コイン通路の軸線に対し直交方向に延在する回転軸線の回りを回転可能であっ
て、その回転に伴って前記コイン通路に出没可能な少なくとも３枚の羽根および前記回転
軸線に沿って延在して前記羽根のそれぞれを支持する羽根支持体を有し、前記コイン通路
において前後する２枚の羽根の間に前記コインが１枚ずつ挟まれるように前記羽根のそれ
ぞれが配置された羽根車と、
　前記羽根車の下部に設けられたギヤ部および当該ギヤ部と噛み合うと共に当該ギヤ部に
向けて付勢された歯止め部を有し、前記羽根車の第１の回転方向への回転を許容すると共
に、前記第１の回転方向と反対方向の第２の回転方向への回転を阻止する逆転防止装置と
、
　を備えるコインセレクタ。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】コインセレクタ
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、投入されたコインの真偽を判別し、偽コインと真正コインを選別するコイン
セレクタに関し、特にパチスロ等の遊技機に好適に使用されるコインセレクタに関する。
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さらには、真正コイン検知用のコイン検知装置に対する不正を防止するようにしたコイン
セレクタに関する。さらに詳細には、コイン検知装置に対する不正を防止すると共に、コ
インの連続投入に対応して高速かつ確実に処理できるコインセレクタに関する。
【０００２】
　なお、本発明に係るコインセレクタは、パチスロの他、コイン式ゲーム機や自動販売機
等に使用可能である。また、本明細書において、コインとは、硬貨、メダルおよびトーク
ン等の総称である。
【背景技術】
【０００３】
　近時、コインセレクタに対する不正の手口はますます巧妙になり、不正防止対策の強化
が要求されている。特に、不正用器具を挿入してコインセンサに対してアクセスする不正
行為に対しては、より確実な対策が望まれている。
【０００４】
　第１の従来技術として、本出願人の出願に係る、投入されたコインが転動する下向きの
軸線に沿って延在するコイン通路と、前記コインが前記コイン通路を転動する過程で、少
なくとも前記コインの直径により真偽を判別し、偽コインを前記コイン通路から排除する
コイン選別部と、前記コイン選別部に対し前記コイン通路の下流において前記コインを検
知するコイン検知装置と、前記コイン検知装置に対し前記コイン通路の上流側に配置され
、前記コイン通路の側方において前記コイン通路の軸線に対し直交方向に延在する回転軸
線の回りを回転可能であって、回転に伴って前記コイン通路に出没可能な少なくとも３枚
の羽根を有する羽根車と、を備え、前記コイン通路において前記羽根車の前後する２枚の
羽根の間に前記コインが１枚ずつ挟まれるよう前記羽根が配置されるコインセレクタが知
られている（例えば、特許文献１）。
【０００５】
　第１の従来技術では、コイン通路を移動するコインがコイン通路に突出する羽根を押動
することにより、羽根車の羽根がコイン通路の下流側に向かう方向（換言すれば、正回転
方向）に回転し、羽根車の前後する２枚の羽根の間にコインが１枚ずつ挟まれながら移動
し、羽根車の回転に伴ってコインの進行方向前方に位置する羽根がコイン通路から退出す
ると、コインの羽根への作用力がなくなって羽根車が停止し、コインはコイン通路の下流
へ移動してコイン検知装置により検知された後、コインセレクタの出口から排出される。
そのため、コイン通路において先行するコインと後続のコインとが羽根を介して分離され
るため、羽根車の停止に伴い後続のコインの移動が羽根により規制され、呑み込みの発生
が確実に防止される。
【０００６】
　さらに、コインセレクタの入口から例えば板状の不正用器具が挿入された場合、不正用
器具の先端がコイン通路に突出する羽根を押動して羽根車が回転するが、不正用器具の先
端により押動された羽根に対し回転方向後方に位置する羽根がコイン通路に突出し、当該
後方の羽根によって不正用器具がコイン通路の内面に押し付けられるため、不正用器具を
挿入してもコイン検知装置に到達できず、コイン検知装置に対する不正を確実に防止する
ことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１４－１３４７８号公報（図６～図８、図１１、図１２、図１７
～図２１、段落番号００８３～００９６、段落番号０１１３～０１３２）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　第１の従来技術のコインセレクタでは、コイン通路を移動するコインがコイン通路に突
出する羽根を押動することによる羽根車の正回転方向への回転を回転検出装置で検出し、
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羽根車を通過したコインをコイン検知装置で検出し、回転検出装置による回転検出信号と
コイン検知装置によるコイン検知信号とに基づいて不正行為が行われているか否かが判断
される。
【０００９】
　ところが、コインの羽根への作用力がなくなっても、羽根車は慣性によって正回転方向
への回転を続けようとするため、第１の従来技術のコインセレクタは羽根車の回転を停止
させる回転停止装置を有している。回転停止装置は、羽根の回転領域に係止体を突出させ
、羽根と係止体とを衝突させることで羽根車の回転を停止させている。そのため、羽根と
係止体との衝突によって、羽根車が正回転方向と反対の逆回転方向に回転することがある
。これにより、逆回転方向への羽根車の回転が回転検出装置によって検出されるため、回
転検出装置による回転検出信号の出力が安定しないという問題がある。
【００１０】
　本発明は上記状況を鑑み、新たな発想に基づいてなされたものであり、その目的とする
ところは、回転検出装置から出力される回転検出信号を安定化できるコインセレクタを提
供することにある。ここに明記しない本発明の他の目的は、以下の説明および添付図面か
ら明らかである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　この目的を達成するため、本発明に係るコインセレクタは以下のように構成される。
【００１２】
　（１）本発明の第１の態様のコインセレクタは、投入されたコインが転動する下向きの
軸線に沿って延在するコイン通路と、前記コインが前記コイン通路を転動する過程で、少
なくとも前記コインの直径により真偽を判別し、偽コインを前記コイン通路から排除する
コイン選別部と、前記コイン選別部に対し前記コイン通路の下流側に配置され、前記コイ
ン通路の側方において前記コイン通路の軸線に対し直交方向に延在する回転軸線の回りを
回転可能であって、その回転に伴って前記コイン通路に出没可能な少なくとも３枚の羽根
および前記回転軸線に沿って延在して前記羽根のそれぞれを支持する羽根支持体を有し、
前記コイン通路において前後する２枚の羽根の間に前記コインが１枚ずつ挟まれるように
前記羽根のそれぞれが配置された羽根車と、前記羽根車の下部に設けられたギヤ部および
当該ギヤ部と噛み合うと共に当該ギヤ部に向けて付勢された歯止め部を有し、前記羽根車
の第１の回転方向への回転を許容すると共に、前記第１の回転方向と反対方向の第２の回
転方向への回転を阻止する逆転防止装置と、を備えるコインセレクタである。
【００１３】
　本発明のコインセレクタでは、コインセレクタに投入されたコインは下向きの軸線に沿
って延在するコイン通路を転動し、その転動する過程で、コイン選別部において少なくと
もコインの直径により真偽が判別されて偽コインがコイン通路から排除される。コイン選
別部で真正コインと判別されたコインはコイン選別部に対しコイン通路の下流においてコ
イン検知装置により検出される。
【００１４】
　コイン選別部に対しコイン通路の下流側には、コイン通路の側方においてコイン通路の
軸線に対し直交方向に延在する回転軸線の回りを回転可能な羽根車が配置されている。羽
根車はコイン通路に出没可能な少なくとも３枚の羽根を有しており、コイン通路において
羽根車の前後する２枚の羽根の間にコインが１枚ずつ挟まれるよう羽根が配置されている
。
【００１５】
　コイン選別部で真正コインと判別されたコインは、コイン通路に突出する羽根に接触（
または衝突）し、当該羽根にコイン通路の下流側に向かう力が作用する。換言すれば、コ
イン通路を移動するコインがコイン通路に突出する羽根を押動する。これにより、羽根車
の羽根がコイン通路の下流側に向かう方向（換言すれば、正回転方向）に回転し、羽根車
の前後する２枚の羽根の間にコインが１枚ずつ挟まれながら移動する。羽根車の回転に伴
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ってコインの進行方向前方に位置する羽根がコイン通路から退出すると、コインの羽根へ
の作用力がなくなって羽根車が停止し、コインはコイン通路の下流へ移動してコイン検知
装置により検知された後、コインセレクタの出口から排出される。
【００１６】
　逆転防止装置は、羽根車の正回転方向へ回転を可能とすると共に、正回転方向と反対方
向であるコイン通路の上流側に向かう方向（換言すれば、逆回転方向）への回転が防止さ
れる。羽根車が逆回転方向に回転することを防止することによって、羽根車の逆回転方向
への回転を回転検出装置で検出することが抑制できるため、回転検出装置からの回転検出
信号の出力の安定化が可能となる。
【００１７】
　なお、本発明における羽根車は、回転軸線の外方に向けて放射状に延在する羽根を有す
るものを意味する。
【００１８】
　（２）本発明の第２の態様のコインセレクタは、前記歯止め部は、前記羽根支持体の下
方に配置された支軸の周りを回動可能に構成され、前記ギヤ部と噛み合う歯止め先端部と
、前記支軸に対して前記歯止め先端部と反対側において、前記歯止め先端部と一体的に形
成され、前記歯止め先端部を前記ギヤ部に向けて自重により付勢する付勢部と、を含んで
構成されることを特徴とする上記（１）に記載のコインセレクタである。
【００１９】
　本発明のコインセレクタの逆転防止装置の歯止め部はギヤ部に向かって付勢されている
ため、ギヤ部と噛み合う歯止め部の先端（歯止め先端部）は、ほぼ常時ギヤ部の表面に接
触している。したがって、羽根車が逆回転方向に回転する場合、羽根車が最大でもギヤ部
の歯１個分以下の角度を回転すると、歯止め先端部とギヤ部の歯が噛み合い、羽根車の逆
回転方向への回転が防止される。
【００２０】
　（３）本発明の第３の態様のコインセレクタは、前記歯止め部は、前記羽根支持体の下
方に配置された支軸の周りを回動可能に構成され、前記ギヤ部と噛み合う歯止め先端部と
、前記歯止め先端部を前記ギヤ部に向けて付勢する弾性部材と、を含んで構成されること
を特徴とする上記（１）に記載のコインセレクタである。
【００２１】
　本発明のコインセレクタの逆転防止装置の歯止め部はギヤ部に向かって付勢されている
ため、ギヤ部と噛み合う歯止め部の先端（歯止め先端部）は、ほぼ常時ギヤ部の表面に接
触している。したがって、羽根車が逆回転方向に回転する場合、羽根車が最大でもギヤ部
の歯１個分以下の角度を回転すると、歯止め先端部とギヤ部の歯が噛み合い、羽根車の逆
回転方向への回転が防止される。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明のコインセレクタでは、羽根車の逆回転方向への回転を防止する逆転防止装置を
羽根車に構成したことにより、回転検出装置での羽根車の逆回転方向への回転の検出が抑
制され、回転検出装置からの回転検出信号の出力が安定化できる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の実施例１のコインセレクタを示す正面斜視図である。
【図２】本発明の実施例１のコインセレクタの正面図である。
【図３】本発明の実施例１のコインセレクタの（ａ）は左側面図、（ｂ）は右側面図であ
る。
【図４】本発明の実施例１のコインセレクタの（ａ）は背面カバー部材を付けた状態の背
面図、（ｂ）は背面カバー部材を取り除いた状態の背面図である。
【図５】本発明の実施例１のコインセレクタの平面図である。
【図６】本発明の実施例１のコインセレクタの開閉体およびカバー部材を取り除いた状態
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の正面図である。
【図７】本発明の実施例１のコインセレクタのカバー部材を取り除いた状態の正面図であ
る。
【図８】本発明の実施例１のコインセレクタのカバー部材を取り除いた状態の図２のＡ－
Ａ線に沿った断面図である。
【図９】本発明の実施例１のコインセレクタにおける開閉体を示す背面図である。
【図１０】本発明の実施例１のコインセレクタの本体を除いた状態の背面斜視図である。
【図１１】本発明の実施例１のコインセレクタにおける羽根車を示す（ａ）は概略斜視図
、（ｂ）は概略正面図である。
【図１２】本発明の実施例１の羽根車の羽根とコイン通路の関係を説明するための（ａ）
は羽根がコイン通路に突出した直後の状態、（ｂ）は羽根がコイン通路から退出する直前
の状態を示す要部概略断面図である。
【図１３】本発明の実施例１のコインコレクタにおける回転停止装置およびコイン落下装
置を示す、（ａ）はコイン受入拒否状態、（ｂ）はコイン受入許可状態の要部概略背面図
である。
【図１４】図１１の羽根車の回転停止装置を示す、（ａ）は概略斜視図、（ｂ）は羽根車
の回転停止時を示す概略正面図、（Ｃ）は羽根車の回転可能時を示す概略表面図である。
【図１５】図１３のＢ－Ｂ線に沿った断面図である。
【図１６】本発明の実施例１のコインセレクタにおけるコイン落下装置の姿勢保持機構を
示す、（ａ）は非保持状態、（ｂ）は保持状態の要部概略底面図である。
【図１７】本発明の実施例１のコインセレクタにおける糸吊り防止装置の（ａ）は静止状
態、（ｂ）はコイン通過時の状態、（Ｃ）は逆行防止時の状態を示す要部概略断面図であ
る。
【図１８】本発明の実施例１のコインセレクタにおける不正防止装置の（ａ）はワンウェ
イクラッチ、（ｂ）は回転検出装置を示す要部概略斜視図である。
【図１９】本発明の実施例１のコインセレクタのコイン受入許可状態における作動を説明
するための要部概略断面図である。
【図２０】本発明の実施例１のコインセレクタのコイン受入許可状態における作動を説明
するための要部概略断面図で、図１９の続きである。
【図２１】本発明の実施例１のコインセレクタのコイン受入許可状態からコイン受入拒否
状態に移行した場合の作動を説明するための要部概略断面図である。
【図２２】本発明の実施例１のコインセクタに不正用器具を挿入した場合の（ａ）は挿入
直後の状態、（ｂ）はさらに挿入された状態、（Ｃ）は羽根車の羽根に挟まれた状態を示
す要部概略断面図である。
【図２３】本発明の実施例１のコインセレクタにおける正常時の回転検出装置およびコイ
ン検知装置の出力信号の一例を示す波形図である。
【図２４】本発明の実施例１のコインセレクタにおける正常時の回転検出装置およびコイ
ン検知装置の出力信号の他の例を示す波形図である。
【図２５】本発明の変形例１のコインセレクタの開閉体およびカバー部材を取り除いた状
態の正面図である。
【図２６】本発明の変形例１のコインセレクタにおける正常時の回転検出装置およびコイ
ン検知装置の出力信号の一例を示す波形図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明の実施の形態を添付図面に基づいて説明する。
【００２５】
　（実施例１）
　本発明の実施例１のコインセレクタ１００は、図１～図１０に示すように、コインセレ
クタ１００を構成する各種部品が取り付けられた本体１０２と、本体１０２に対しピボッ
ト運動可能に支持された開閉体１０４と、本体１０２と開閉体１０４の間に形成されたコ
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イン通路１０６と、コインＣがコイン通路１０６を転動する過程でコインＣの真偽を判別
し、偽コインと判別されたコインＣをコイン通路１０６から排除するコイン選別部１０８
と、コイン通路１０６内のコインＣを強制的に排除するリジェクト装置１１０と、コイン
選別部１０８で真正コインとして判別されたコインＣの受け入れを規制するコイン受入規
制装置１１２と、コイン受入規制装置１１２により受け入れを規制されたコインＣをコイ
ン通路１０６から落下させるコイン落下装置１１４と、コイン受入規制装置１１２により
受け入れを規制されずにコイン通路１０６の下流に移動したコインＣを検知するコイン検
知装置１１６と、本体１０２の前面側に取り付けられたカバー部材１１８と、コインＣを
コイン通路１０６内に受け入れる入口１２２と、コイン通路１０６からコインＣを遊技機
に向けて排出する出口１２４と、コイン通路１０６において出口１２４の近傍に配置され
た糸吊り防止装置１２０と、不正用器具によるコイン検知装置１１６に対する不正を防止
する不正防止装置１２６と、を含んで構成されている。
【００２６】
　（本体）
　本体１０２は、略矩形の第１ガイド壁１３２、第１ガイド壁１３２の左右両端部に形成
されると共に第１ガイド壁１３２の表面および裏面に対し直角な方向にそれぞれ突出する
左側壁１３４および右側壁１３６を有している。具体的には、本体１０２の幅は３．５イ
ンチであり、所謂デフェクトスタンダードサイズと呼ばれる寸法である。左側壁１３４お
よび右側壁１３６には外向きに突出する４つの取り付け用の突起１４２が形成されており
、これらの突起１４２を遊技機の取り付け溝（図示せず）に掛け止めすることによりコイ
ンセレクタ１００を遊技機に取り付けられることができる。
【００２７】
　左側壁１３４および右側壁１３６は、水平方向に延在する上端面および下端面をそれぞ
れ有し、水平面に対し垂立している（図３（ａ）および（ｂ）参照）。第１ガイド壁１３
２の下端は第１ガイド壁１３２の上端に対し本体１０２の裏面側に後退し、第１ガイド壁
１３２は前倒しに傾斜している。換言すれば、第１ガイド壁１３２は、左側壁１３４およ
び右側壁１３６の上端面および下端面に直角な垂直面に対し、所定の傾斜角を有している
。
【００２８】
　本体１０２の表面側において、第１ガイド壁１３２、左側壁１３４および右側壁１３６
により凹溝１３８が形成されている（図６参照）。この凹溝１３８内において、第１ガイ
ド壁１３２の表面がコインＣの一面を案内する第１コイン案内面１４０として機能する。
第１ガイド壁１３２には、その上部において前面側に突出する突部１４５が形成されてい
る（図６参照）。突部１４５の下端面１４５ａは、第１ガイド壁１３２の上端から右斜め
下方に湾曲し、さらに右斜め下方に直線的に延在して右側壁１３６に達している。突部１
４５の突出する高さは、コインＣの厚みより僅かに大きい寸法に設定されている。突部１
４５は、その下端面１４５ａと後述するガイドレール２５６との間隔が選別対象のコイン
Ｃ（すなわち、真正コイン）の直径より僅かに大きくなるよう形成される。
【００２９】
　左側壁１３４の前端１３４ｃには、第１ガイド壁１３２に対応して傾斜した底面１４３
ａを有する略矩形の凹部１４３が形成されている（図３（ａ）参照）。右側壁１３６の下
方には、コインＣが排出される縦長矩形の出口１２４が形成されている。出口１２４の長
手方向は第１ガイド壁１３２に対応して傾斜している。
【００３０】
　第１ガイド壁１３２は、その右下方に配置された斜め右下がりの円弧状に形成された上
端面１４９ａを有する突部１４９を有している（図６、図７参照）。突部１４９の上端面
１４９ａは、ガイドレール１４４として機能する。ガイドレール１４４は、後述の可動ガ
イドレール４０２に連なるよう配置され、コイン通路１０６を移動するコインＣを出口１
２４に案内する機能を有している。本実施例１では、ガイドレール１４４が第１ガイド壁
１３２と一体で形成されているが、別体で形成されたガイドレール１４４を第１ガイド壁
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１３２に取り付けてもよい。
【００３１】
　本体１０２の背面側において、第１ガイド壁１３２は、略円錐台の一部を切り欠いたも
のを上下対称に接続した外形状を有し、本体１０２の裏面側に突出するカバー部１４６を
有している（図４および図８参照）。カバー部１４６の内部には、後述する羽根車３０２
の回転に伴って形成される回転領域（以下、羽根車回転領域という）に対応する空間が形
成されている。カバー部１４６は、本体１０２の裏面側において羽根車３０２を覆い、羽
根車３０２を保護する機能を有している。本実施例１では、カバー部１４６が第１ガイド
壁１３２と一体で形成されている。
【００３２】
　本体１０２には、開閉体１０４を回動自在に支持する一対の支軸１５２、１５４が設け
られている。支軸１５２、１５４は、凹溝１３８内において、第１ガイド壁１３２に対し
平行で、かつ、本体１０２の右上部から左下がりで傾斜する軸線Ｌ１上に配置される（図
６参照）。
【００３３】
　（開閉体）
　開閉体１０４は、第１ガイド壁１３２と平行に配置される第２ガイド壁２０２および第
３ガイド壁２０３と、第２ガイド壁２０２の周縁部から前面側に突出する開閉体枠２０４
とを有している。第３ガイド壁２０３は、図９に示すように、平面視略三角形の板状に形
成され、第２ガイド壁２０２から分離して配置されている。第２ガイド壁２０２および第
３ガイド壁２０３の第１ガイド壁１３２に相対する面は、コインＣの一面を案内する第２
コイン案内面２０６として機能する。第２ガイド壁２０２の中央には、コイン通路１０６
に沿った弧状のコイン落下開口２０８が形成されている。コイン落下開口２０８は、コイ
ン通路１０６を転動するコインＣが小径の偽コインである場合にそのコインＣを落下させ
るためのものである。
【００３４】
　図９に示すように、第２ガイド壁２０２の裏面（すなわち、第１ガイド壁１３２と相対
する面）においてコイン落下開口２０８の下方には、斜め右下がり（図９では斜め左下が
り）の弧状の上端面２５３を有する第１ガイドプレート２５２が取り付けられている。第
１ガイドプレート２５２は、コインＣの厚みより僅かに大きい厚みを有している。第１ガ
イドプレート２５２の上端面２５３は、入口１２２から投入されたコインＣの外周面を図
１において右下方へ案内するガイドレール２５６として機能する。
【００３５】
　開閉体枠２０４は、上側枠部２１２、左側枠部２１３、下側枠部２１４および右側枠部
２１５により構成されている。開閉体１０４は、右側枠部２１５の上部において右側方に
延在する上側揺動レバー２１６と、右側枠部２１５の下部において右側方に延在してから
下方に折れ曲がった下側揺動レバー２１８を有している（図１および図７参照）。上側揺
動レバー２１６および下側揺動レバー２１８のそれぞれ先端部には軸挿入孔２２０、２２
２が形成されており、本体１０２の支軸１５２、１５４が軸挿入孔２２０、２２２に挿入
されることにより開閉体１０４が本体１０２に対して軸線Ｌ１（図２参照）を中心にピボ
ット運動可能に支持される。そのため、開閉体１０４は、第１ガイド壁１３２と第２ガイ
ド壁２０２および第３ガイド壁２０３とが相対する閉止位置と、第２ガイド壁２０２およ
び第３ガイド壁２０３が第１ガイド壁１３２に対して離れる開放位置とに変位できる。
【００３６】
　上側揺動レバー２１６の上部には上方に突出する円柱状の掛止突起２２４が形成され、
本体１０２の右上部には上方に突出する円柱状の掛止突起１５６が形成されている。掛止
突起２２４にはバネ２２６の一端が掛け止めされ、掛止突起１５６にはバネ２２６の他端
が掛け止めされている。これにより、開閉体１０４には支軸１５２、１５４を中心軸とす
るモーメントが生じ、開閉体１０４が第１ガイド壁１３２に向かう付勢力を受ける。換言
すれば、開閉体１０４には、第１ガイド壁１３２に近づくように弾性的な回動力が常時作
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用する。
【００３７】
　バネ２２６により付勢された開閉体１０４は、その裏面に取り付けられた後述の第２ガ
イドプレート２６０と本体１０２の突部１４５とが当接することにより閉止位置で停止さ
れる。この状態において、第１コイン案内面１４０および第２コイン案内面２０６の間に
コインＣの厚みより僅かに大きい空間が形成される。
【００３８】
　左側枠部２１３には、左外方に突出する突部２１９が形成されている。左側壁１３４の
凹部１４３は突部２１９に対応して配置されており、開閉体１０４の回動時に突部２１９
は凹部１４３内に進入可能である。これにより、突部２１９の左側壁１３４への接触が防
止される。換言すれば、凹部１４３が突部２１９の逃げ溝として機能する。この突部２１
９に第１ガイドプレート２５２の左端部（図９では右端部）を延在させることにより、ガ
イドレール２５６が本体１０２の左側壁１３４に近接して配置され、入口１２２から投入
されたコインＣがガイドレール２５６上を円滑に移動することができる。
【００３９】
　上側揺動レバー２１６および下側揺動レバー２１８の間には、本体１０２のカバー部１
４６と同様に、略円錐台の一部を切り欠いたものを上下対称に接続した外形状を有するカ
バー部２３０が形成されている。カバー部２３０の内部には、羽根車回転領域に対応する
空間が形成されている。カバー部２３０には、円錐台部を補強するためのリブ２３１、２
３２、２３３が形成されている。入口１２２側のリブ２３１には、図３（ａ）に示すよう
に、第２ガイド壁２０２の表面に直角な直線Ｌ２に対して対称な一対の切り欠き２３４、
２３６が形成されている。これにより、リブ２３１は、上部分２３８、中間部分２４０、
下部分２４２を有する略Ｅ字形に形成される。第３ガイド壁２０３は、リブ２３１の中間
部分２４０の先端に支持されている（図２参照）。カバー部２３０の右側端部２４４のリ
ブ２３３（図７参照）にもリブ２３１と同様の切り欠き（図示せず）が形成されている。
リブ２３１の下部分２４２には、コイン通路１０６の上流側に向けて下るように傾斜した
斜面２４２ａが形成されている。偽コインとしてコイン通路１０６から落下したコインＣ
は、斜面２４２ａによって羽根車３０２側に落下することが抑制される。
【００４０】
　開閉体１０４の表面には、後述のコイン落下開口２０８の下端から下側枠部２１４に延
びる複数の案内突条２８６が形成されている（図１参照）。案内突条２８６は、開閉体１
０４の表面から斜め下方に向かうにつれて高くなり、下側枠部２１４に形成された弧状端
面２８８の高さと同じになるよう傾斜している。これにより、コイン落下開口２０８から
落下したコインＣは、案内突条２８６を滑落して弧状端面２８８から本体１０２の斜め前
方へ向かう傾斜姿勢で下方に落下する。
【００４１】
　（コイン通路）
　コイン通路１０６は、第１ガイド壁１３２の第１コイン案内面１４０と、第２ガイド壁
２０２の第２コイン案内面２０６および後述のカバー部材１１８の第４コイン案内面４９
４と、ガイドレール２５６、１４４およびガイドレール２５６、１４４の間に配置された
可動ガイドレール４０２（後述）と、本体１０２の突部１４５の下端面１４５ａにより画
定され、入口１２２から出口１２４へ向けてコインＣを転動させる機能を有する。コイン
通路１０６は、入口１２２から略垂直に下降してから右方向へ湾曲する第１コイン通路部
１６２（図１および図６参照）と、第１コイン通路部１６２に連なり、かつ、下向きの軸
線Ｌ３に沿って延在する第２コイン通路部１６４（図６参照）と、第２コイン通路部１６
４に連なり、かつ、右方向へ湾曲しながら斜め右下がりに延在する第３コイン通路部１６
６（図６参照）と、を有している。第３コイン通路部１６６は、本体１０２の正面側から
見て、後述の羽根車３０２の回転軸線ＲＬに対し僅かに右方向にシフトした位置から第２
コイン通路部１６４の軸線Ｌ３よりも下方に向かって延在し、出口１２４に通じている。
そのため、軸線Ｌ３に沿って第２コイン通路部１６４を転動するコインＣは、その中心が
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回転軸線ＲＬの近傍を通過した直後に第３コイン通路部１６６に導入され、軸線Ｌ３に対
し右斜め下方に移動方向が変更された後、出口１２４から排出される。
【００４２】
　コイン通路１０６において、第１ガイド壁１３２の第１コイン案内面１４０には、ガイ
ドレール２５６に沿って複数の突条１４７が形成されている（図６参照）。これらの突条
１４７は、入口１２２から垂直に下降してから湾曲した後、右斜め下方に向けて延在して
いる。突条１４７は、コイン通路１０６を転動するコインＣの移動抵抗を低減する機能を
有している。
【００４３】
　（コイン投入検知部）
　入口１２２にはコインＣの投入を検知するコイン投入検知部７００が設けられている。
コイン検知部７００はコインＣの投入を検知する機能を有している。コイン投入検知部７
００は、第１ガイド壁１３２に平行に延在する支軸７１０と、支軸７１０を回動軸として
回動可能なフラップ７０２と、フラップ７０２の回動に連動して第１ガイド壁１３２の裏
面側で回動する検知レバー７１２と、検知レバー７１２の回動を検知してコインＣが投入
されたことを検知するセンサ７１４と、を含んで構成されている。フラップ７０２は、略
矩形状の平板部７０８と、平板部７０８の一対の長辺の一方に設けられ、支軸７１０が挿
入される軸受７０６と、一対の短辺の一方から、平板部７０８に対して所定の角度を有し
て、フラップ７０２の裏面側に向かって延在し、平板部７０８と反対側の端部が他方の短
辺側に略直角に屈曲した略Ｌ字形状の検知レバー７１２と、を含んで構成されている。軸
受７０６は平板部７０８の一対の長辺より小さく形成されている。すなわち、平板部７０
６の一対の長辺のうち軸受７０６が形成された側の長辺は、軸受７０６が形成されている
部分と、形成されていない部分とが存在している。支軸７１０は、さらに、バネ７０４の
巻線部に挿入されている。なお本発明の実施例１において、バネ７０４はねじりバネが用
いられている。バネ７０４は、前記軸受７０６が形成されていない部分に配置され、フラ
ップ７０２を第１ガイド壁１３２の前方、換言すれば開閉体１０４に向けて付勢している
。さらに換言すれば、フラップ７０２の平板部７０８によって、入口１２２が閉塞される
ように常時付勢されている。
【００４４】
　入口１２２直下の第１ガイド壁１３２には、フラップ７０２の平板部７０２より僅かに
大きい凹部（図示せず）が形成されている。第１ガイド壁１３２の上部かつ左側壁１３４
側の端部には、略Ｌ字型の貫通部（図示せず）が形成されている。フラップ７０２は、入
口１２２直下の凹部の上端に配置された支軸７１０を介して、入口１２２直下の凹部に配
置されている。フラップ７０２は、平板部７０８の下端側、換言すれば一対の長辺の内軸
受７０６が形成されていない側の長辺が第２コイン案内面２０６に向けてコイン通路１０
６に進入し、コイン通路１０６を閉塞する待機位置Ｐ３に常時位置するようにバネ７０４
によって付勢されている。フラップ７０２は、入口１２２からコインＣが投入された場合
、コインＣよって平板部７０８の前面が押され、バネ７０４の付勢力に対抗して第１ガイ
ド壁１３２に向けて回動して、コインＣの通過を許容する許容位置Ｐ４に退避する。フラ
ップ７０２は、フラップ７０２が許容位置Ｐ４に位置する場合、平板部７０８の前面がコ
イン通路１０６の第１コイン案内面１４０と略面一な状態となるように構成されている。
コインＣが平板部７０８を通過して第１コイン通路部１６２に到達すると、フラップ７０
２を許容位置Ｐ４に維持する力が平板部７０８に働かなくなり、バネ７０４の付勢力によ
って、フラップ７０２は許容位置Ｐ４から待機位置Ｐ３に移動する。
【００４５】
　検知レバー７１２は、第１ガイド壁１３２の前面側から、第１ガイド壁１３２の上部か
つ左側壁１３４側の端部に形成された略Ｌ字型の貫通部（図示せず）に挿入され、その先
端部が第１ガイド壁１３２の裏面側に位置するように配置されている。第１ガイド壁１３
２の裏面側において、検知レバー７１２の先端部に対応する位置に、センサ７１４が配置
されている。本発明の実施例１のセンサ７１４は、透過型フォトセンサで構成され、投光
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器から照射された光を受光器で受光し、投光器と受光器との間に進入および退出する検知
レバー７１２の先端部による受光器での受光量の増減を検出することで、フラップ７０２
が待機位置Ｐ３および許容位置Ｐ４のいずれかに位置するか、換言するとコインＣの入口
１２２への投入およびコインＣの平板部７０８の通過が検知される。なお、本発明の実施
例１において、センサ７１４は投光型フォトセンサを用いられているが、これに限定され
ず、反射型フォトセンサを用いても構わない。また、フォトセンサを用いずにマイクロス
イッチを用いても構わない。例えば、フラップ７０２の平板部７０８の裏面もしくは平板
部７０８の裏面と相対する凹部（図示せず）の面にマイクロスイッチを設置し、フラップ
７０２が許容位置Ｐ４に位置する場合にマイクロスイッチを動作させるように構成しても
構わない。さらに、第１ガイド壁１３２の裏面側にマイクロスイッチを設置し、フラップ
７０２は待機位置Ｐ３に位置する場合に、検知レバー７１２によってマイクロスイッチを
動作させるように構成しても構わない。また、本発明の実施例１の検知レバー７１２は、
略Ｌ字型の板状部材によって構成されているが、これに限定されず、平板状、クランク状
、コの字状およびくの字状など、センサ７１４の配置位置および種類に応じで変更しても
構わない。また、貫通部（図示せず）の形状も、用いられる検知レバー７１２の形状に応
じて変更できる。
【００４６】
　（コイン選別部）
　コイン選別部１０８は、第１コイン通路部１６２において直径によりコインＣの真偽を
判別し、小径の偽コインをコイン通路１０６から排除する機能を有する。コイン選別部１
０８は、第２ガイド壁２０２の裏面に取り付けられた第２ガイドプレート２６０と、第１
コイン通路部１６２を転動するコインＣをコイン落下開口２０８へ向けて逸らす逸らせ装
置２６２とにより構成される。
【００４７】
　まず、図９を参照しながら第２ガイドプレート２６０について説明する。第２ガイドプ
レート２６０は、コイン落下開口２０８の上方に配置され、斜め右下がり（図９では斜め
左下がり）の下端面２６４と、第２コイン案内面２０６と同一の平面内に位置する第３コ
イン案内面２６６と、を有している。第２ガイドプレート２６０は、その下端面２６４が
第１ガイド壁１３２の突部１４５の下端面１４５ａに対し下方に位置するよう配置される
。第３コイン案内面２６６は、開閉体１０４が閉止位置に位置する状態で第１コイン案内
面１４０に対しコインＣの厚みより僅かに大きい間隔を置いて配置される。下端面２６４
は、ガイドレール２５６（換言すれば、第１ガイドプレート２５２の上端面２５３）に対
し平行となるよう相似に湾曲した湾曲面２６４ａと、後述の可動ガイドレール４０２に対
し平行な平面２６４ｂと、を有している。下端面２６４とガイドレール２５６との間隔は
、選別対象のコインＣ（すなわち、真正コイン）の直径に対応した寸法に設定され、例え
ば、真正コインの直径よりも僅かに小さい値に設定される。
【００４８】
　次に、主に図４を参照しながら逸らせ装置２６２について説明する。逸らせ装置２６２
は、逸らせ体２６８および付勢手段２７０を含んでいる。逸らせ体２６８は、本体１０２
の背面の上端部に配置された支軸２７２に回動自在に支持され、第１ガイド壁１３２に形
成された弧状開口１７２を通ってコイン通路１０６（換言すれば、第１コイン通路部１６
２）に進退可能に取り付けられている。逸らせ体２６８は、板状であって、第１コイン通
路部１６２に合わせて湾曲している。逸らせ体２６８は、支軸２７２に配置された付勢手
段２７０としてのバネ２７４によって第１ガイド壁１３２に向けて付勢されている。換言
すれば、バネ２７４によって、逸らせ体２６８が弧状開口１７２からコイン通路１０６に
常態で突出するように付勢されている。付勢手段２７０は、逸らせ体２６８に付勢力を与
えればよいので、バネ２７４に代えて錘部材を用いることができる。
【００４９】
　逸らせ体２６８は、コイン通路１０６を転動するコインＣの上端側面を第２ガイド壁２
０２側に押すことができるように、コイン通路１０６内において第２ガイドプレート２６
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０に近接して配置されている。また、逸らせ体２６８の先端は、コイン通路１０６の上流
から下流に向けて連続的にコイン通路１０６に突出するように、第１コイン案内面１４０
に対し傾斜しているので、逸らせ体２６８がコイン通路１０６内に位置する場合、入口１
２２から投入されたコインＣは逸らせ体２６８によりコイン通路１０６から第２ガイド壁
２０２側に押し出される力を受ける。コイン通路１０６に導入されたコインＣが真正コイ
ンである場合、ガイドレール２５６に沿って転動するコインＣは、その上端部側面を第２
ガイドプレート２６０の第３コイン案内面２６６によって案内されるので、逸らせ体２６
８に押されてもそのままコイン通路１０６を移動する。他方、コインＣが小径の偽コイン
である場合、その上端部側面は第２ガイドプレート２６０の第３コイン案内面２６６に案
内されないので、逸らせ体２６８に押されると第２ガイド壁２０２側に倒されてコイン落
下開口２０８から落下する。
【００５０】
　（リジェクト装置）
　リジェクト装置１１０は、コイン通路１０６においてジャムしたコインＣをコイン通路
１０６から排除する機能を有する。リジェクト装置１１０は、本体１０２の背面において
第１ガイド壁１３２の左上方（図４では右上方）に配置され、かつ、ピボット軸である支
軸２７２が軸挿入孔（図示せず）に挿入されることにより回動自在に取り付けられた被動
レバー２８０と、被動レバー２８０の左下方（図４では右下方）において本体１０２の前
面側に延在し、第１ガイド壁１３２の左端に形成された矩形状の開口１７４を通って第２
ガイド壁２０２の裏面に先端が達する押動レバー２８２とからなる。
【００５１】
　上述した通り、開閉体１０４には第１ガイド壁１３２に近づくように弾性的な回動力が
常時作用ため、押動レバー２８２の先端が第２ガイド壁２０２（換言すれば、第１ガイド
プレート２５２）に押されて図３（ａ）において時計方向へ回動される。換言すれば、押
動レバー２８２には、バネ２２６の付勢力が開閉体１０４を介して作用し、押動レバー２
８２の先端が第２ガイド壁２０２の裏面に係止された状態が保持される。コインＣがコイ
ン通路１０６においてジャムして転動しなくなった場合、遊技機の返却レバー（図示せず
）が操作される。その場合、被動レバー２８０の傾斜面２８０ａが押し下げられ、図３（
ａ）において被動レバー２８０が反時計方向へ回動される。これにより、押動レバー２８
２が第２ガイド壁２０２を押動し、開閉体１０４が回動されてリジェクト位置に移動する
。この状態では、第１ガイドプレート２５２が第１ガイド壁１３２からコインＣの厚み以
上離れ、コイン通路１０６において転動できなくなったコインＣはガイドレール２５６か
ら落下する。そして、落下したコインＣは、凹溝１３８内のリジェクト通路１８２（図７
参照）を介して所定の返却口（図示せず）へ返却される。
【００５２】
　（コイン受入規制装置）
　コイン受入規制装置１１２は、遊技機がコイン受入拒否状態にある場合にコイン通路１
０６においてコインＣの移動を規制する機能を有する。換言すれば、コイン通路１０６に
おいて転動するコインＣを停止させる機能を有する。コイン受入規制装置１１２は、コイ
ン通路１０６の側方においてコイン通路１０６（換言すれば、第２コイン通路部１６４）
の軸線Ｌ３に対し直交する回転軸線ＲＬの回りを回転可能な羽根車３０２と、羽根車３０
２の回転を停止する第１の回転停止装置３０４と、第２の回転停止装置６００と、を含ん
でいる。
【００５３】
　まず、図６、図８、図１１および図１２を参照しながら、羽根車３０２について説明す
る。羽根車３０２の回転軸線ＲＬは、第１コイン案内面１４０に対し本体１０２の前面側
に所定間隔Ｄ１を置いて配置されている（図８参照）。羽根車３０２は、回転軸線ＲＬに
沿って延在する円柱状の外周面を有する羽根支持体３０６と、その外周面に形成された３
枚の羽根３２１、３２２、３２３と、を含んでいる（図１１参照）。羽根支持体３０６の
中心部には、回転軸線ＲＬに沿って軸孔３１０が形成され、羽根支持体３０６の断面形状
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は円環状である。軸孔３１０には回転軸線ＲＬに沿って延在する支軸３１２が挿入され、
羽根支持体３０６は支軸３１２に対し回動可能に支持されている。図６に示すように、支
軸３１２の上端部および下端部は、本体１０２において第１ガイド壁１３２から正面側に
突出する軸支持部１９２、１９４に形成された軸孔（図示せず）に嵌合されて固定される
。
【００５４】
　図８および図１１に示すように、羽根３２１、３２２、３２３は、羽根支持体３０６の
外周面において、その周方向を３分割するよう配置されている。換言すれば、羽根支持体
３０６の外周面上において、羽根３２１、３２２、３２３が等角度（すなわち、１２０度
）の間隔で配置される。羽根３２１、３２２、３２３は、回転軸線ＲＬに沿う方向の視線
において弧状に湾曲している。そして、コイン通路１０６に突出した直後において羽根３
２１、３２２、３２３の突出する部位は第２コイン通路部１６４の軸線Ｌ３に対して鋭角
をなし、羽根３２１、３２２、３２３がコイン通路１０６から退出する直前において羽根
３２１、３２２、３２３のコイン通路１０６に突出する部位は第２コイン通路部１６４の
軸線に対して略平行をなすよう形成される。すなわち、図１２（ａ）に示すように、羽根
３２１がコイン通路１０６に突出した直後において、羽根３２１のコイン通路１０６に突
出する部位の接線ＴＬ１と軸線Ｌ３とが鋭角θをなす。また、図１２（ｂ）に示すように
、羽根３２１のコイン通路１０６から退出する直前の部位の接線ＴＬ２と軸線Ｌ３とが略
平行となる。羽根３２２、３２３についても羽根３２１と同様である。
【００５５】
　図１１に示すように、羽根３２１、３２２、３２３は、先端から回転軸線ＲＬ側に向か
って先すぼまり状のＶ字形切り欠き３２６が形成されている。切り欠き３２６はコインＣ
の中心を通り、かつ、第２コイン通路部１６４の軸線Ｌ３に平行な直径線ＣＬの両側のコ
インＣの周面に相対するよう形成されている（図１１（ｂ）参照）。これにより、羽根３
２１、３２２、３２３には、コインＣの上端部および下端部に対応する位置に、先細りの
先端部３２１ａ、３２１ｂ、３２２ａ、３２２ｂ、３２３ａ、３２３ｂがそれぞれ形成さ
れる。
【００５６】
　上記構成において、羽根３２１、３２２、３２３を湾曲させることにより、角度θが大
きくなり（換言すれば、より直角に近い角度となり）、コイン通路１０６において先行す
るコインＣと後続のコインＣとの間に羽根３２１、３２２、３２３が進入しやすくなる。
しかも、直径線ＣＬの上方および下方において先行するコインＣと後続のコインＣとの間
には隙間ＳＰが形成されるので、その隙間ＳＰに羽根３２１、３２２、３２３の先端部３
２１ａ、３２１ｂ、３２２ａ、３２２ｂ、３２３ａ、３２３ｂが入り込むことができる。
したがって、先行するコインＣおよび後続のコインＣが接触した状態であっても、羽根３
２１、３２２、３２３を介してコインＣを１枚ずつ分離することができる。
【００５７】
　また、羽根３２１、３２２、３２３がコイン通路１０６に突出した直後に突出した部位
にコインＣが接触（または、衝突）すると、突出した部位の接線ＴＬ１に垂直な分力ＶＦ
が羽根３２１、３２２、３２３に作用する（図１２（ａ）参照）。これにより、羽根車３
０２には図１２（ａ）において時計方向の回転力が作用し、羽根車３０２を確実に回転さ
せることができる。換言すれば、羽根３２１、３２２、３２３はコインＣによって押動さ
れ、コインＣがコイン通路１０６の下流へ移動することにより、羽根車３０２が図１２（
ａ）の時計方向ＦＲに回転する。他方、接線ＴＬ１に平行な分力ＨＦは、羽根３２１、３
２２、３２３の延在方向に向かうため、羽根３２１、３２２、３２３の剛性によってコイ
ンＣに抗力が作用する。しかしながら、コイン通路１０６に突出する羽根３２１、３２２
、３２３にコインＣが接触（または、衝突）した直後に羽根車３０２が回転を開始し、羽
根車３０２の回転に伴って羽根３２１、３２２、３２３のコイン通路１０６に突出する部
位と軸線Ｌ３とのなす角度が大きくなるので、コインＣに対する抗力は次第に減少する。
そして、図１２（ｂ）に示すように、羽根３２１、３２２、３２３がコイン通路１０６か
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ら退出する直前において羽根３２１、３２２、３２３のコイン通路１０６に突出する部位
が軸線Ｌ３に対して略平行になるので、この時点で羽根３２１、３２２、３２３がコイン
Ｃに及ぼす抗力はなくなる。したがって、羽根車３０２がコインＣの移動速度に及ぼす影
響を小さくすることができる。
【００５８】
　さらに、羽根３２１、３２２、３２３の先端部３２１ａ、３２１ｂ、３２２ａ、３２２
ｂ、３２３ａ、３２３ｂは、一方の先端部３２１ｂ、３２２ｂ、３２３ｂが他方の先端部
３２１ａ、３２２ａ、３２３ａよりも長さＤ２だけ短くなるように形成されている。羽根
車３０２のコインＣを放出する側である第３コイン通路部１６６は略Ｓ字状に形成されて
いる。先端部３２１ａ、３２２ａ、３２３ａは第３コイン通路部１６６の壁部周囲で第３
コイン通路部１６６から離脱するように、先端部３２１ｂ、３２２ｂ、３２３ｂは第３コ
イン通路部１６６の案内面上で離脱するように羽根車３０２が配置されている。そのため
、羽根車３０２から放出されたコインＣがコインＣの直後に位置する先端部３２１ｂまた
は３２２ｂまたは３２３ｂで挟み込まれるやすくなる。例えば、コインＣが羽根車３０２
から離脱する時に後続のコインがコインＣよりも速い速度で羽根車３０２に到達した場合
、後続のコインＣによって押動されて羽根車３０２の回転速度が上がり、コインＣが完全
に羽根車３０２から離脱する前に、羽根３２１、３２２、３２３がコインＣに追いつき、
先端部３２１ｂ、３２２ｂ、３２３ｂと第４ガイド壁４８５とでコインＣを挟み込みやす
くなる。したがって、先端部３２１ｂ、３２２ｂ、３２３ｂが短く形成されることで、先
端部３２１ａ、３２２ａ、３２３ａに比較して、先端部３２１ｂ、３２２ｂ、３２３ｂが
第３コイン通路部１６６から離脱するのが早くなる。すなわち、コインＣが羽根車３０２
から離脱するタイミングが早くなる。さらに、先端部３２１ｂ、３２２ｂ、３２３ｂと第
４ガイド壁４８５とが交わる点が先端部３２１ａ、３２２ａ、３２３ａと第４ガイド壁４
８５とが交わる点よりも羽根支持体３０６に近づくため、先端部３２１ｂ、３２２ｂ、３
２３ｂと第４ガイド壁４８５とでコインＣを挟み込む現象が生じることが軽減される。
【００５９】
　羽根３２１、３２２、３２３の曲率、Ｖ字形の切り欠き３２６の角度α（図１１（ａ）
参照）、および第１コイン案内面１４０と回転軸線ＲＬとの間隔Ｄ１（図８参照）は、選
別対象のコインＣ（換言すれば、真正コイン）の直径および厚みに対応して最適化される
。これは、図２０（ａ）に示すように、コイン通路１０６において前後する羽根３２１お
よび羽根３２２の間に１枚のコインＣが挟まれた状態を生起させる必要があるからである
。これにより、先行するコインＣおよび後続のコインＣが接触状態であっても、羽根３２
２を介して、先行するコインＣおよび後続のコインＣをより確実に分離でき、しかも噛み
込みの発生を防止できる。
【００６０】
　さらに、羽根３２１、３２２、３２３は、羽根３２１、３２２、３２３の上部において
、羽根支持体３０６の外周面から羽根の先端部３２１ａ、３２２ａ、３２３ａに向けて略
台形状の切り欠き３２７が形成されている。切り欠き３２７は第２の回転停止装置６００
に相対する位置で、かつ、第２の回転停止装置６００が接触しないサイズで形成されてい
る。
【００６１】
　なお、本実施例１では、羽根車３０２が３枚の羽根３２１、３２２、３２３を有してい
るが、羽根の枚数は少なくとも３枚であればよく、必要に応じて適宜変更可能である。
【００６２】
直径線ＣＬより下方側でコインＣと相対する羽根支持体３０６の一部の直径が前後する２
枚の羽根の間に挟まれたコインＣの姿勢を保持するように設定され、直径線ＣＬより上方
側の羽根支持体３０６の直径が下方側の羽根支持体３０６の直径よりも小さくなるように
設定されている。換言すると羽根支持体３０６は、直径線ＣＬより下方側でコインＣと相
対する部分の羽根支持体３０６の直径が大きな大径部３０８と、直径線ＣＬより上方側の
羽根支持体３０６の直径が大径部３０８より小さな小径部３０７と、を有している。羽根
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支持体３０６は大径部３０８の一端と小径部３０７の一端とが回転軸線ＲＬの延在方向に
連続的に接続されている。このように、羽根支持体３０６に小径部３０７と大径部３０８
とが設けられたことで、羽根車３０２の慣性質量が大きくなるのを抑制することができ、
羽根車３０２を回転しやすくすることができる。
【００６３】
羽根支持体３０６の大径部３０８の直径は第１ガイド壁１３２と大径部３０８との間の隙
間がコインＣの厚みとほぼ同じもしくはコインＣの厚みより僅かに大きくなるように設定
される。大径部３０８は羽根車３０２の回転位置にかかわらず突出しており、第２コイン
通路部１６４において必要以上の隙間が形成されないように構成されている。このように
、羽根支持体３０６の大径部３０８の直径が設定されることによって、コイン落下装置１
１４で排除されたコインＣが羽根車３０２の根本部に嵌まり込む現象が阻害されるため、
羽根車３０２の根本部に嵌まり込んだコインＣが排除不可能なることが軽減される。
【００６４】
　コインＣの直径線ＣＬの上方側でコインＣと相対する小径部３０７の一部に外周面から
外方に突出する円盤状の突起板３１４が形成されている。円盤状の突起板３１４の直径は
羽根支持体３０６の大径部３０８の直径と略同じに設定されている。このように、円盤状
の突起板３１４が設けられたことにより、コイン通路１０６と、前後する羽根３２１と羽
根３２２とによって形成される空間において、空間を転動するコインＣの直径線ＣＬの上
方側が支持される。すなわちコインＣは、直径線ＣＬの下方側が羽根支持体３０６の大径
部３０８で、上方側が円盤状の突起板３１４で支持されているため、コインＣが転動する
姿勢の安定性が高められる。
【００６５】
また、直径が異なるコインを同時に使用する、すなわち直径が大きいコインと小さいコイ
ンを同時に使用する場合において、羽根支持体３０６の小径部３０７と、大径部３０８と
、円盤状の突起板３１４とが直径が大きいコインに合わせて設定されることで、直径が大
きいコインは大径部３０８と円盤状の突起板３１４とで支持され、直径が小さいコインは
コインの略全体を大径部３０８で支持される。さらに、第１ガイド壁１３２と大径部３０
８との間の隙間がコインＣの厚みとほぼ同じもしくはコインＣの厚みより僅かに大きくな
るように設定されているため、直径が小さいコインが排除された時、直径が小さいコイン
が横倒し状態で羽根車３０２の根本部に嵌まり込むことが阻害され、コインの排除不可能
になることが軽減される。
【００６６】
　本実施の形態の羽根支持体３０６は、直径が大きい大径部３０８と、大径部３０８より
直径が小さい小径部３０７とが回転軸線ＲＬ方向に接続され、小径部３０７の一部に円盤
状の突起板３１４が設けられた構造を有しているが、この構造に限定されない。例えば、
羽根支持体３０６全体の直径が大径部３０８と同じ直径に設定しても構わない。例えば、
小径部３０７と略同じ直径で基部を構成し、基部の周囲に大径部３０８や、円盤状の突起
板３１４に相当する部材を必要に応じて構成しても構わない。また、大径部３０８を複数
個の円盤状の突起板３１４で構成しても構わない。さらに、慣性質量軽減のために、羽根
支持体３０６の強度が許す範囲で肉抜きなどの軽量化を行っても構わない。
【００６７】
　次に、図８、図１０および図１３を参照しながら、第１の回転停止装置３０４について
説明する。第１の回転停止装置３０４は、コインＣによる羽根車３０２の回転を停止する
機能を有する。図１０および図１３に示すように、第１の回転停止装置３０４は、羽根車
３０２の羽根３２１、３２２、３２３の回転経路に出没可能なストッパ３３２である。ス
トッパ３３２は、支軸３３４に対し回動自在な揺動レバー３３６と、揺動レバー３３６の
先端に設けられた係止体３３８とを有している。揺動レバー３３６の基端は、支軸３３４
に回動自在に支持された円筒状の回動部３４２の外周面に接続されている。回動部３４２
の底部偏心位置には略円柱状の被動部３４４が形成されている。係止体３３８は、ほぼ三
角柱の外形状を有し、図８に示すように、揺動レバー３３６の起立姿勢の状態においてコ
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イン通路１０６の上流側に対して垂立する係止面３４６を有している。揺動レバー３３６
、係止体３３８、回動部３４２および被動部３４４は一体で形成され、それらの全体が支
軸３３４の回りを回動可能である。なお、必要に応じて、揺動レバー３３６、係止体３３
８、回動部３４２および被動部３４４の一部または全部を個別に作製して組み立てること
も可能である。しかし、寸法精度およびコストの観点から一体で形成されることが好まし
い。
【００６８】
　図８および図１０に示すように、ストッパ３３２は、本体１０２の背面側において羽根
車３０２の羽根３２１、３２２、３２３の回転経路の下方に配置されている。ストッパ３
３２の係止体３３８は、本体１０２のカバー部１４６の底部１４６ａに形成された開口１
４８から出没可能である。すなわち、図１３（ａ）に示すように、揺動レバー３３６が起
立姿勢となることにより係止体３３８が開口１４８を介してカバー部１４６内に突出する
突出位置Ｐ２と、図１３（ｂ）に示すように、揺動レバー３３６が時計方向に回転して揺
動レバー３３６が起立姿勢から傾斜姿勢となることにより係止体３３８がカバー部１４６
内から退出する退出位置Ｐ１と、に変位可能である。係止体３３８が突出位置Ｐ２に位置
する場合、カバー部１４６内において時計方向に回転する羽根車３０２の羽根３２１、３
２２、３２３が係止体３３８の係止面３４６と接触または衝突する。これにより、羽根車
３０２の回転が停止される。他方、係止体３３８が退出位置Ｐ１に位置する場合、羽根車
３０２の回転が継続される。換言すれば、係止体３３８が羽根車３０２の羽根３２１、３
２２、３２３の回転経路に突出することにより羽根車３０２の回転が停止され、係止体３
３８が羽根車３０２の羽根３２１、３２２、３２３の回転経路から退出することにより羽
根車３０２が回転可能となる。
【００６９】
　被動部３４４は、第１ガイド壁１３２の裏面に対し平行にスライドするスライド部材３
５２の係止溝３５３に係止されている（図１３参照）。スライド部材３５２は、カバー部
１４６の底部１４６ａに平行な方向に延び、一端（図１０では右端）が第１ガイド壁１３
２側に折れ曲がってＬ字形に形成された本体部分３５４と、本体部分３５４の下側面に対
し直角な方向に延びる被動部分３５６と、被動部分３５６の左側面および右側面のそれぞ
れに対し直角な方向に延びる被案内部分３５８とを有している（図１０、図１３参照）。
本体部分３５４は、その他端側（図１３では左端側）において下方に突出し、その突出部
分に係止溝３５３が形成されている。被案内部分３５８は、第１ガイド壁１３２の裏面か
ら突出して設けられた案内部１７６に案内される。案内部１７６は、第１ガイド壁１３２
に対し平行な案内面１７６ａと、第１ガイド壁１３２の裏面に対し直角であってカバー部
１４６の底部１４６ａに平行な方向に延在する突部１７６ｂと、を有している。被案内部
分３５８の底面（図示せず）が案内面１７６ａと接触し、かつ、被案内部分３５８の下側
面３５８ｂが突部１７６ｂと接触するように、案内部１７６が配置される。スライド部材
３５２の被動部分３５６において、第１ガイド壁１３２の裏面と相対する底面（図示せず
）に案内部１７６の突部１７６ｂが挿入される凹溝３５６ａが形成されている。
【００７０】
　第１ガイド壁１３２の裏面において案内部１７６の下方には、スライド部材３５２をス
ライド移動させる駆動装置３６０が取り付けられている。本実施例１において、駆動装置
３６０はアーマチャ３６２を有するソレノイド３６４である。アーマチャ３６２は、スラ
イド部材３５２の被動部分３５６に形成された段差付きの貫通孔３５６ｂに挿入され、ア
ーマチャ３６２の先端部３６２ａが貫通孔３５６ｂの段差に掛け止めされている。アーマ
チャ３６２は、スライド部材３５２の被動部分３５６およびソレノイド３６４の間に配置
されたバネ３６６により、アーマチャ３６２が突出する方向に、換言すれば、スライド部
材３５２の被動部分３５６がソレノイド３６４から遠ざかる方向に付勢されている。バネ
３６６の付勢力は、スライド部材３５２の被動部分３５６、本体部分３５４、ストッパ３
３２の被動部３４４および回動部３４２を介して揺動レバー３３６に伝達され、揺動レバ
ー３３６を図１３の反時計方向に回転させる。換言すれば、ストッパ３３２には、係止体
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３３８を羽根車３０２の羽根３２１、３２２、３２３の回転経路に突出させる弾性的な回
動力が常時作用する。この回動力により突出したストッパ３３２は、係止体３３８が開口
１４８の右側端（図１３（ａ）では左側端）に係止されることにより、突出位置Ｐ２にお
いて停止される。
【００７１】
　上記構成において、遊技機が受入許可状態の時、ソレノイド３６４が励磁され、アーマ
チャ３６２はバネ３６６の付勢力に抗してソレノイド３６４側に移動する。そのため、揺
動レバー３３６が図１３（ｂ）の傾斜姿勢となる時計方向に回動され、ストッパ３３２の
係止体３３８は退出位置Ｐ１の位置に保持される。この状態で遊技機が受入許可状態から
受入拒否状態に移行した時、ソレノイド３６４が励磁状態から消磁状態に変化する。これ
により、バネ３６６の付勢力によって揺動レバー３３６が図１３（ｂ）の反時計方向に回
動されて起立姿勢となり、ストッパ３３２の係止体３３８は図１３（ｂ）の退出位置Ｐ１
から図１３（ａ）の突出位置Ｐ２に変位する。
【００７２】
　係止体３３８が退出位置Ｐ１から突出位置Ｐ２に変位する過程で、コインＣの移動によ
り押動されて回転する羽根３２１、３２２、３２３のいずれか１枚が係止体３３８に接触
（または、衝突）すると、係止体３３８には羽根３２１、３２２、３２３の進行方向に向
かう力が作用する。係止体３３８は回動可能に支持された揺動レバー３３６の先端に設け
られているので、羽根３２１、３２２、３２３の進行方向と係止体３３８が突出する際の
揺動レバー３３６の回転方向とが同じ向きになる。そのため、係止体３３８と回転する羽
根３２１、３２２、３２３とが接触（または、衝突）することにより、係止体３３８を突
出させる方向に揺動レバー３３６が回転する。換言すれば、係止体３３８と回転する羽根
３２１、３２２、３２３との接触（または、衝突）により、係止体３３８の羽根３２１、
３２２、３２３の回転経路への突出が促進される。したがって、係止体３３８が退出位置
Ｐ１から突出位置Ｐ２へ変位する時間が短縮され、ストッパ３３２としての応答速度が速
くなる。これにより、呑み込みの発生をより確実に防止できる。また、バネ３６６の付勢
力を弱めても十分な応答速度が得られるので、ソレノイド３６４の駆動力を低減でき、低
コスト化・小型化・省電力化が可能となる。
【００７３】
　次に、図４、図６、図１０、図１４および図１８を参照しながら、第２の回転停止装置
６００について説明する。第２の回転停止装置６００は、コインＣによる羽根車３０２の
回転を停止する機能を有している。図１４に示すように、回転体５０６には切り欠き５０
７のそれぞれに対応した縁部５２６、５２８が形成され、縁部５２６、５２８は回転体５
０６の外周縁５０６ａから回転軸線ＲＬに向けて延在している。さらに、縁部５２６は回
転体５０６の外周縁５０６ａから回転軸線ＲＬの反対方向に延在するように形成されて係
止部６１０を構成している。第２の回転停止装置６００は、係止部６１０の回転経路に出
没可能に支軸６０８を軸に回動可能に形成されたストッパ６０２と、ストッパ６０２に対
してほぼ直交するように支軸６０８を起点として形成された揺動部材６０６と、を有して
いる。ストッパ６０２および揺動部材６０６は支軸６０８に固定されているため、ストッ
パ６０２の回動動作に連動して、揺動部材６０６も支軸６０８を軸に回動される。一方、
係止部６１０は、本実施の形態では回転体５０６の切り欠き５０７の縁部５２６が回転体
５０６の外周方向に突出するように形成されている。第２の回転停止装置６００は、スト
ッパ６０２の端部６０４が、係止部６１０の端部（換言すると、切り欠き５０７の縁部５
２６の突出部）とが接触することで羽根車３０２の回転を停止される。
【００７４】
　図４（ｂ）、図６、図１４（ａ）に示すように、揺動部材６０６は逸らせ体２６８と本
体１０２の背面側で接続されている。逸らせ体２６８はコイン通路１０６に突出した状態
で保持されるように付勢されている。コインＣが導入されない待機状態では、逸らせ体２
６８はコイン通路１０６に突出しているため、揺動部材６０６は逸らせ体２６８から押圧
力を受けず、第１ガイド壁１３２に接近した状態で保持され、ストッパ６０２は揺動部材
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６０６に連動して回転体５０６に相対する位置に移動する。換言すると、ストッパ６０２
の端部６０４が、係止部６１０の縁部５２６と接触する位置に移動して保持されるため、
羽根車３０２の回転が停止される。すなわち、コインＣが導入されない待機状態では、ス
トッパ６０２は羽根車３０２の回転が停止される位置に常時保持されることとなる。
【００７５】
　一方、コイン通路１０６にコインＣが導入された場合は、逸らせ体２６８はコインＣに
よって付勢力に逆らって押され、コイン通路１０６から退避して、本体１０２の背面側で
第１ガイド壁１３２から突出するため、揺動部材６０６は逸らせ体２６８の押圧力を受け
、第１ガイド壁１３２から離れる方向へ回動される。ストッパ６０２は揺動部材６０６の
回動に連動して、回転体５０６から離れるように羽根３２１、３２２、３２３側に回動さ
れる。換言すると、ストッパ６０２は、係止部６１０と接触しない位置に移動し、羽根車
３０２の停止保持状態が解除され、羽根車３０２が回転できる状態となる。
【００７６】
　なお、本実施の形態では係止部６１０を回転体５０６の切り欠き５０７の縁部５２６と
一体に設けたが、ストッパ６０２の端部６０４と接触する面を有する突出部を回転体５０
６の外周縁５０６ａに構成しても構わない。
【００７７】
　（コイン落下装置）
　コイン落下装置１１４は、第２コイン通路部１６４の軸線Ｌ３に平行な支軸４０４に回
動自在に支持されることによって姿勢変更可能な可動ガイドレール４０２と、可動ガイド
レール４０２を所定の姿勢に保持する姿勢保持機構４０６と、を含んでいる。可動ガイド
レール４０２は、ガイドレール２５６およびガイドレール１４４の間に配置され、コイン
通路１０６の第２コイン通路部１６４を形成している。
【００７８】
　まず、図６、図１３および図１５を参照しながら、可動ガイドレール４０２について説
明する。可動ガイドレール４０２は、軸線Ｌ３に平行な方向に延在してコインＣの外周面
を案内する案内面４０８を有するガイドレール本体部４１２と、本体１０２の背面側にお
いてガイドレール本体部４１２の左端部（図１３では右端部）から突出する錘部４１４と
、を含んでいる。
【００７９】
　ガイドレール本体部４１２は、第１ガイド壁１３２のほぼ中央に形成された横長矩形の
開口１８０内に配置される（図６参照）。ガイドレール本体部４１２は、支軸４０４を中
心に対し回動し、案内面４０８が第２コイン通路部１６４内に突出する第１姿勢Ｓ１と、
案内面４０８が第２コイン通路部１６４から退出する第２姿勢Ｓ２と、に姿勢変更可能で
ある。すなわち、ガイドレール本体部４１２が図１５の時計方向Ｒ１に回転した場合、案
内面４０８が第１ガイド壁１３２の第１コイン案内面１４０に対しほぼ直角に突出し、案
内面４０８が本体１０２のカバー部１４６の底部１４６ａに当接して回転が停止される。
この状態において、第２コイン通路部１６４に導入されたコインＣが案内面４０８上を転
動可能な第１姿勢Ｓ１となる。ガイドレール本体部４１２が図１５の反時計方向Ｒ２に回
転した場合、案内面４０８が第１コイン案内面１４０に平行となり、錘部４１４が第１ガ
イド壁１３２の裏面に当接して回転が停止される。この状態において、ガイドレール本体
部４１２が開口１８０内に収納され、第２コイン通路部１６４に導入されたコインＣが自
重により下方に落下する第２姿勢Ｓ２となる。
【００８０】
　錘部４１４は、図１５に示すように、支軸４０４を挟んでガイドレール本体部４１２の
反対側において案内面４０８に対し斜め下方に向けて突出し、その自重によってガイドレ
ール本体部４１２を図１５の時計方向Ｒ１に回転させる作用を有する。換言すれば、錘部
４１４は、ガイドレール本体部４１２を第２姿勢Ｓ２から第１姿勢Ｓ１に姿勢変更させる
機能を有している。
【００８１】
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　次に、図１３および図１６を参照しながら、姿勢保持機構４０６について説明する。姿
勢保持機構４０６は、ストッパ３３２を構成する揺動レバー３３６の左側面（図１３（ａ
）では右側面）に設けられた係止体４１６と、ガイドレール本体部４１２の右端部（図１
３（ａ）では左端部）にレバー４１８を介して支持された保持体４２０と、により構成さ
れる。係止体４１６は、左側方（図１３（ａ）では右側方）に傾斜する斜面４１６ａを有
するほぼ三角錐形状をなし、揺動レバー３３６と一体で形成されている。保持体４２０は
湾曲した小判形の上面および底面を有する柱形であって、底面はガイドレール本体部４１
２から外方に延びるレバー４１８に接続されている。レバー４１８および係止体４１６は
、ガイドレール本体部４１２と一体で形成されている。
【００８２】
　係止体４１６は、揺動レバー３３６が起立姿勢から傾斜姿勢となることにより、図１３
（ａ）および（ｂ）に示すように時計方向に回転し、ガイドレール本体部４１２が第１姿
勢Ｓ１の状態で保持体４２０を係止する。これにより、ガイドレール本体部４１２の第１
姿勢Ｓ１が保持される。また、ガイドレール本体部４１２が第２姿勢Ｓ２である場合にも
、揺動レバー３３６が起立姿勢から傾斜姿勢となることにより、図１６（ａ）および（ｂ
）に示すように、係止体４１６の斜面４１６ａが保持体４２０の上面を押動するため、レ
バー４１８を介してガイドレール本体部４１２を矢印Ｒ１の方向に回転させる。これによ
り、ガイドレール本体部４１２が第２姿勢Ｓ２から第１姿勢Ｓ１に変更された後、その第
１姿勢Ｓ１が保持される。
【００８３】
　ガイドレール本体部４１２が保持体４２０により第１姿勢Ｓ１に保持されることで、第
２コイン通路部１６４に導入されたコインＣは案内面４０８上を転動し、第３コイン通路
部１６６へ向かう。このとき、揺動レバー３３６は傾斜姿勢にあり、ストッパ３３２の係
止体３３８は退出位置Ｐ１にあるため、羽根車３０２は停止されることなく回転可能であ
る。したがって、第２コイン通路部１６４を転動したコインＣは羽根車３０２に移動を規
制されることなく、第３コイン通路部１６６を通って出口１２４から排出される。他方、
ガイドレール本体部４１２が保持体４２０により第１姿勢Ｓ１に保持されない場合、揺動
レバー３３６は起立姿勢にあり、ストッパ３３２の係止体３３８は突出位置Ｐ２にあるた
め、羽根車３０２の回転が停止される。したがって、第２コイン通路部１６４に導入され
たコインＣは、羽根車３０２の羽根３２１、３２２、３２３のうち係止体３３８に係止さ
れたものに下流への移動を阻止される。そして、移動を阻止されたコインＣは、コインＣ
の自重によりガイドレール本体部４１２が第１姿勢Ｓ１から第２姿勢Ｓ２となり、第２コ
イン通路部１６４から下方に落下する。換言すれば、コイン落下装置１１４は、ストッパ
３３２の退出位置Ｐ１から突出位置Ｐ２への変位（すなわち、羽根車３０２の回転停止）
に連動してコインＣを落下させる機能を有している。しかも、姿勢保持機構４０６におい
て、係止体４１６はストッパ３３２と一体で形成され、保持体およびレバー４１８は可動
ガイドレール４０２のガイドレール本体部４１２と一体で形成されるので、ストッパ３３
２と連動するコイン落下装置１１４を低コストで実現できる。
【００８４】
　（コイン検知装置）
　コイン検知装置１１６は、コイン通路１０６の第３コイン通路部１６６に配置され、コ
イン落下装置１１４によって排除されることなく第２コイン通路部１６４を通過して第３
コイン通路部１６６に導入されたコインＣを検知する。コイン検知装置１１６は、透過型
光電センサ、反射型光電センサ、磁気センサおよび接触センサ等を使用することができ、
複数配置することが好ましい。検知信号の出力順等を判別することにより、外部からの不
正用器具の挿入による不正を判別できるからである。また、異なる方式のセンサを用いた
場合、不正を行うには異なるセンサに対応して誤検知を生じるよう行わねばならないため
、不正を一層困難にする利点がある。
【００８５】
　本実施例１では、コイン検知装置１１６は、第３コイン通路部１６６において互いに近
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接して配置された透過型光電式の２つのコインセンサ４５２、４５４を含んでいる。コイ
ンセンサ４５２、４５４は、第３コイン通路部１６６を挟んで配置された投光部および受
光部をそれぞれ有し、コインＣの検知に伴って所定出力レベルの電気的な第１コイン検知
信号ＣＳ１および第２コイン検知信号ＣＳ２を出力する。コインセンサ４５２、４５４は
、センサ保持部４５６を介して本体１０２に取り付けられている。第３コイン通路部１６
６において上流側に配置されたコインセンサ４５２は、第２コイン通路部１６４から第３
コイン通路部１６６へ移動途中のコインＣを検出可能とするため、第２コイン通路部１６
４の近傍に配置される。
【００８６】
　（糸吊り防止装置）
　糸吊り防止装置１２０は、コインＣに天蚕糸等を括り付けて一旦真正コインと判定され
たコインＣを当該天蚕糸によって引き戻し、再び真正コインとして判定させる不正を防止
する機能を有する。図７に示すように、本実施例１では、糸吊り防止装置１２０は第３コ
イン通路部１６６の右上方に配置されている。糸吊り防止装置１２０は、図１７（ａ）に
示すように、第１ガイド壁１３２の裏面に垂直な矩形状の突出壁４６２（図４参照）に取
り付けられた横向きの支軸４６４と、支軸４６４に回動自在に支持された引き戻し防止体
４６６と、を含んでいる。引き戻し防止体４６６は平面視略矩形の本体部４６８を有し、
本体部４６８の一角に形成された軸挿入孔４６９に支軸４６４が挿入されている。本体部
４６８には、その一側面４６８ａに対し直角に突出する係止突起４７０が形成されており
、側面４６８ａおよび係止突起４７０によりへの字型の係止凹部４７２が構成されている
。引き戻し防止体４６６の出口１２４側の一面には、係止凹部４７２から本体部４６８の
側面４６８ｂに向けて延在する凹溝４７４が形成されている。
【００８７】
　第１ガイド壁１３２（換言すれば、第１コイン案内面１４０）は垂直方向に対して傾斜
しているため、図１７（ａ）に示すように、引き戻し防止体４６６は自己モーメントによ
って支軸４６４に対し対角に位置する円弧状の隅部４６８ｃを下方に向けた傾斜姿勢とな
り、係止突起４７０が第１ガイド壁１３２に形成された矩形の開口１７８を介して第３コ
イン通路部１６６内に突出する。換言すれば、引き戻し防止体４６６が第３コイン通路部
１６６を横断する。この傾斜姿勢で第２コイン通路部１６４から第３コイン通路部１６６
に導入されたコインＣは図７において右斜め下方に移動するため、引き戻し防止体４６６
の側面４６８ｂがコインＣによって押動される。この押動力により引き戻し防止体４６６
は支軸４６４を中心に図１７（ａ）の半時計方向に回転し、図１７（ｂ）に示すように、
引き戻し防止体４６６が第３コイン通路部１６６から退出する。これにより、第３コイン
通路部１６６においてコインＣは出口１２４に向けて移動可能となる。他方、コインＣが
引き上げられた場合、図１７（Ｃ）に示すように、コインＣが引き戻し防止体４６６の係
止凹部４７２に接触し、引き戻し防止体４６６を時計方向に回転させる押動力が係止凹部
４７２に作用する。しかしながら、引き戻し防止体４６６の側面４６８ｂが第１ガイド壁
１３２の開口１７８の内壁面に係止されるため、引き戻し防止体４６６の時計方向への回
転が阻止される。さらに、コインＣの先端が凹溝４７４内に進入するため、凹溝４７４に
よってコインＣの厚み方向の移動が規制される。したがって、一度引き戻し防止体４６６
を通過したコインＣを引き戻すことは不可能である。
【００８８】
　また、糸吊り防止装置１２０は、出口１２４から不正用器具の挿入を防止する機能も有
している。すなわち、出口１２４から不正用器具を挿入した場合、上記コインＣの場合と
同様に、引き戻し防止体４６６が不正用器具のコイン通路１０６の上流側への移動を阻止
する。これにより、不正用器具のコイン検知装置１１６に対するアクセスを防止できる。
【００８９】
　（カバー部材）
　カバー部材１１８は、ほぼ円錐台の一部を切り欠いたものを上下対称に接続した外形状
を有する羽根車カバー部４８２と、上面視コの字形に形成された落下コイン案内部４８４
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と、本体１０２の第１ガイド壁１３２に相対する第４ガイド壁４８５と、を有している（
図２参照）。羽根車カバー部４８２は、その左端部４８６において開閉体１０４のカバー
部２３０の右側端部２４４と相対するよう配置され、開閉体１０４のカバー部２３０と共
に羽根車３０２を本体１０２の前面側において保護する機能を有している。
【００９０】
　落下コイン案内部４８４は、本体１０２の左側壁１３４に平行な左側壁４８７と、羽根
車３０２の回転軸線ＲＬに平行であって左斜め下方に傾斜した右側壁４８８と、左側壁４
８７および右側壁４８８のそれぞれの前端に接続された上端が右斜め下方に傾斜する前壁
４９０と、によって構成される。落下コイン案内部４８４の左側壁４８７、右側壁４８８
および前壁４９０と、本体１０２の第１ガイド壁１３２によって下方に窄んだ筒状体４９
２が形成される。上述した通り、コイン落下開口２０８から落下するコインＣは開閉体１
０４の案内突条２８６により本体１０２の斜め前方に向けて滑落する。滑落したコインＣ
は落下コイン案内部４８４の前壁４９０に接触または衝突することにより、本体１０２の
前面側への移動が規制される。これにより、コインＣは飛散することなく確実に所定の場
所へ案内される。
【００９１】
　第４ガイド壁４８５は、羽根車カバー部４８２の左側方において第１ガイド壁１３２に
対し平行に配置されている。第４ガイド壁４８５の裏面は、第１ガイド壁１３２の表面か
らコインＣの厚みより僅かに大きい間隔を置いて配置される。これにより、第４ガイド壁
４８５の裏面は、第３コイン通路部１６６を形成する第４コイン案内面４９４として機能
する（図１０参照）。
【００９２】
　カバー部材１１８において、左側壁４８７には掛止突起４９６が形成され、第４ガイド
壁４８５には本体１０２の右側壁１３６に平行に延びる支持板を介して掛止突起４９８が
形成されている。掛止突起４９６は本体１０２の左側壁１３４に形成された矩形の掛止孔
１３９ａに掛け止めされ（図３（ａ）参照）、掛止突起４９６は本体１０２の右側壁１３
６に形成された矩形の掛止孔１３９ｂに掛け止めされる（図３（ｂ）参照）。これにより
、カバー部材１１８が本体１０２に固定される。
【００９３】
　（背面カバー部材）
　背面カバー部材１５０は、本体１０２の背面側において、コイン検知装置１１６と、コ
イン落下装置１１４と、駆動装置３６０と、回転体５０６の回転位置を検知する検知器５
２４とを覆うように設けられている。本実施例１では、背面カバー部材１５０は略Ｌ字形
状をしている。背面カバー部材１５０の頭頂部は、羽根車カバー部４８２の頭頂部とほぼ
同じ高さとなるように構成されている（図４参照）。本体１０２の背面側に露出した部材
が背面カバー部材１５０によって覆われているため、偽コインを落下させないようにコイ
ン落下装置１１４のストッパ３３２などをワイヤーで固定するなど、本体１０２の背面側
からの不正行為を軽減できる。また、コイン検知装置１１６などのセンサ類への不正も軽
減できる。さらに、背面カバー部材１５０によって背面側に露出した部材の周囲の貫通孔
も覆われているため、クモ、ゴキブリなどの小型の生物による前記貫通孔からコインセレ
クタ１００への進入が抑制される。
【００９４】
　背面カバー部材１５０は本実施例１の形状に限らず、コイン検知装置１１６など本体１
０２の背面側で露出している部材や、本体１０２の背面に設けた孔部などを覆う形状であ
れば構わない。例えば、本体１０２全体を覆う形状でも構わない。例えば、背面カバー部
材１５０を複数個に分割し、本体１０２の背面側で露出している部材それぞれに対して配
置しても構わない。
【００９５】
背面カバー部材１５０は本体１０２の背面側からビスで固定されている。これにより、背
面カバー部材１５０の取り外しには工具が必要となるため、容易に背面カバー部材１５０
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を取り外すことができなくなり、コインセレクタ１００への不正が抑制される。背面カバ
ー部材１５０の固定方法は、ビス止めに限らず、接着剤やリベットなどによる固定、本体
１０２の背面に設けた貫通孔と背面カバー部材１５０に設けた係止部材による係止、など
の固定方法でも構わないが、背面カバー部材１５０の取り外し困難な固定方法が望ましい
。
【００９６】
　（不正防止装置）
　不正防止装置１２６は、羽根車３０２と、コインＣが下流へ移動する方向の羽根車３０
２の回転は許容するが逆方向の羽根車３０２の回転を阻止するワンウェイクラッチ５０２
および逆転防止装置７３０と、羽根車３０２の回転を検出する回転検出装置５０４とを含
んでいる。ワンウェイクラッチ５０２および回転検出装置５０４は羽根車３０２の上部に
設けられ、逆転防止機構７３０は羽根車３０２の下部に設けられている。
【００９７】
　まず、図２２を参照しながら、不正防止装置１２６としての羽根車３０２の作用につい
て説明する。羽根車３０２は、入口１２２から挿入された不正用器具ＩＴがコイン検知装
置１１６に到達するのを防止する機能を有している。特に、コイン通路１０６に沿った平
面形状を有する板状の不正用器具ＩＴが使用された場合に有効である。
【００９８】
　上述した通り、羽根車３０２は、コイン通路１０６において前後する羽根３２１と羽根
３２２、羽根３２２と羽根３２３、および羽根３２３と羽根３２１の間に１枚のコインＣ
が挟まれるように、羽根３２１、３２２、３２３が配置される。不正用器具ＩＴを入口１
２２から挿入すると、不正用器具ＩＴの先端の先端がコイン通路１０６内に突出する羽根
３２１、３２２、３２３のいずれか１枚を押動して羽根車３０２が回転する。例えば、図
２２（ａ）に示すように、羽根３２１がコイン通路１０６内に突出する場合、不正用器具
ＩＴの先端により羽根３２１が押動されて羽根車３０２が回転する（図２２（ｂ）参照）
。不正用器具ＩＴをさらに押し進めると、図２２（ｃ）に示すように、羽根車３０２の回
転に伴って羽根３２１がコイン通路１０６から退出する前に後続の羽根３２２がコイン通
路１０６内に突出する。そのため、不正用器具ＩＴはコイン通路１０６の第１コイン案内
面１４０と羽根３２２とに挟まれて、それ以上押し進めることができない。したがって、
不正用器具ＩＴの先端をコイン検知装置１１６に到達させることはほぼ不可能である。
【００９９】
　次に、主に図１８（ａ）を参照しながら、ワンウェイクラッチ５０２について説明する
。ワンウェイクラッチ５０２は、回転軸線ＲＬの回りを羽根車３０２と一体で回転する回
転体５０６に形成された３つの傾斜溝５０８と、傾斜溝５０８内に少なくとも一部を挿入
可能に配置された球体５１０と、球体５１０の上下方向（換言すれば、回転軸線ＲＬに平
行な方向）の移動を許容するが他方向の移動を規制する球体移動規制体５１２と、により
構成される。回転体５０６は、外周縁５０６ａに切り欠き５０７が形成された所定の半径
を有する円板であって、回転軸線ＲＬに対し３回転対称（換言すれば、１２０度の回転対
称）である。回転体５０６は、羽根支持体３０６の上端から回転軸線ＲＬに沿って上方に
延在する円柱状の支持体５１４を介して設けられている。
【０１００】
　傾斜溝５０８は、回転体５０６の外周縁５０６ａに沿って円弧状に湾曲し、切り欠き５
０７に対して回転軸線ＲＬ側に配置され、球体５１０の直径より僅かに小さい幅を有して
いる。傾斜溝５０８は、最大深さとなる円弧状の内端面５０８ａと、羽根車３０２の回転
方向ＦＲとは逆の回転方向ＢＲに向けて深さが浅くなる傾斜底面５０８ｂとを有している
。支軸３１２の上端において回転軸線ＲＬに沿った方向から見て、傾斜溝５０８の内端面
５０８ａは、回転軸線ＲＬと羽根３２１、３２２、３２３の先端とを結ぶ直線より回転方
向ＦＲ側に位置し、切り欠き５０７のほぼ中央と回転軸線ＲＬとを結ぶ直線Ｌ４において
傾斜溝５０８の傾斜底面５０８ｂが回転体５０６の上面５０６ｂと一致する。
【０１０１】
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　球体移動規制体５１２は、軸支持部１９２の右側方に配置され（図６参照）、回転体５
０６の上面５０６ｂに対し所定の間隔を置いて平行に配置された平板部５１２ａを有して
いる。平板部５１２ａには傾斜溝５０８に対応する位置に球体５１０の直径より僅かに大
径の貫通孔５１６が形成され、球体５１０が貫通孔５１６内に配置される。これにより、
球体５１０の貫通孔５１６の周方向への移動は規制されるが、球体５１０の貫通孔５１６
の軸方向への移動（換言すれば、上下動）は許容される。
【０１０２】
　上記構成により、コイン通路１０６におけるコインＣの下流への移動によって羽根車３
０２が回転方向ＦＲに回転した場合、自重により傾斜溝５０８に落下した球体５１０は、
傾斜溝５０８内において傾斜底面５０８ｂ上を転動し、回転体５０６の上面５０６ｂに達
して上面５０６ｂ上を転動する。そのため、羽根車３０２の回転方向ＦＲへ回転は、規制
されることなく継続される。他方、羽根車３０２が回転方向ＦＲと相反する回転方向ＢＲ
に回転された場合、自重により傾斜溝５０８に落下した球体５１０は、傾斜溝５０８の内
端面５０８ａに当接する。そのため、羽根車３０２の回転方向ＢＲへの回転が停止される
。すなわち、コインＣが下流へ移動する方向の羽根車３０２の回転は許容され、逆方向の
羽根車３０２の回転が阻止される。上記の通り、傾斜溝５０８の内端面５０８ａは、回転
軸線ＲＬと羽根３２１、３２２、３２３の先端とを結ぶ直線より回転方向ＦＲ側に位置す
る。そのため、羽根車３０２の羽根３２１、３２２、３２３のいずれか１枚が第２コイン
通路部１６４から退出する直前の状態（図１２（ｂ）の状態）で羽根車３０２の逆方向の
回転が停止される。
【０１０３】
　なお、ワンウェイクラッチ５０２として、上記と同様の機能を有する他の構成のものを
使用することができる。しかし、上記構成とすることにより低コストで実現できる利点が
ある。
【０１０４】
　ワンウェイクラッチ５０２は、糸吊り防止装置１２０と同様に、コインＣに天蚕糸等を
括り付けて一旦真正コインと判定されたコインＣを当該天蚕糸によって引き戻し、再び真
正コインとして判定させる不正を防止する機能を有する。すなわち、コイン検知装置１１
６が配置された第３コイン通路部１６６に到達したコインＣを引き戻そうとしても、図１
２（ａ）に示すように、羽根車３０２の羽根３２１、３２２、３２３のいずれか１枚が第
２コイン通路部１６４に突出した状態で羽根車３０２の逆方向の回転が阻止されるため、
コインＣを引き戻すことはほぼ不可能である。
【０１０５】
　次に、図１８（ｂ）を参照しながら、回転検出装置５０４について説明する。回転検出
装置５０４は、上記した３つの切り欠き５０７が形成された回転体５０６と、回転体５０
６の回転位置を検知する検知器５２４と、を含んでいる。回転体５０６の切り欠き５０７
は、回転体５０６の外周縁５０６ａに沿って湾曲した台形状であり、羽根車３０２の羽根
３２１、３２２、３２３に対応して形成されている。回転体５０６には切り欠き５０７の
それぞれに対応した縁部５２６、５２８が形成され、縁部５２６、５２８は回転体５０６
の外周縁５０６ａから回転軸線ＲＬに向けて延在している。回転体５０６において、切り
欠き５０７を除く円環状部分が検知器５２４を作用させる作用領域５３２であり、切り欠
き５０７が非作用領域５３４である。換言すれば、作用領域５３２は、検知器５２４によ
り検知される被検知部５３３である。被検知部５３３は、縁部５２６、５２８により画定
される。
【０１０６】
　縁部５２６は、羽根３２１、３２２、３２３の羽根支持体３０６の外周面における角度
間隔をほぼ二等分する位置に配置される。換言すれば、羽根３２１、３２２、３２３が第
２コイン通路部１６４内に突出し、コインＣが前後する羽根３２１、３２２、３２３に挟
まれた状態で被検知部５３３が検知器５２４により検知されるよう縁部５２６が配置され
る。これにより、コインＣを投入する前の初期状態において羽根車３０２の静止位置（換
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言すれば、羽根３２１、３２２、３２３の静止位置）にかかわらず、第２コイン通路部１
６４におけるコインＣの移動が確実に検知される。縁部５２８は、羽根３２１、３２２、
３２３の回転方向ＦＲ側の表面（換言すれば、コインＣを押動する面）に対応して配置さ
れる。換言すれば、回転軸線ＲＬを通り第１コイン案内面１４０に直角な面を羽根３２１
、３２２、３２３が横切った時点で検知器５２４による被検知部５３３の検知が終了する
。これにより、検知器５２４の検知期間中に第３コイン通路部１６６を移動するコインＣ
がコイン検知装置１１６により検知される。
【０１０７】
　検知器５２４は、回転体５０６の被検知部５３３を検知する機能を有する。検知器５２
４としては、透過型光電センサ、反射型光電センサ、磁気センサおよび接触センサ等を使
用することができる。本実施例１では、回転体５０６を挟んで配置された投光部および受
光部を有する透過型の光電センサ５３６である。光電センサ５３６は、本体１０２の背面
側において第１ガイド壁１３２に形成されたセンサ保持部（図示せず）を介して取り付け
られている。コインセンサ４５２、４５４と同じタイプの光電センサ５３６を使用するこ
とにより部品の共用が可能となり、コストを低減できる利点がある。光電センサ５３６は
、回転体５０６の被検知部５３３を検知した場合、所定レベルの電気的な回転検出信号Ｒ
Ｓを出力する。光電センサ５３６は、コイン通路１０６の外部に配置されるため、コイン
通路１０６に不正用器具を挿入しても光電センサ５３６に対して不正にアクセスすること
はほぼ不可能である。
【０１０８】
　上記構成により、回転検出装置５０４は、羽根車３０２の回転位置に対応した回転検出
信号ＲＳを出力する。羽根車３０２はコイン通路１０６を転動するコインＣにより回転さ
れるため、羽根車３０２の回転が検出されていないにもかかわらずコイン検知装置１１６
によりコインＣが検知された場合、コイン検知装置１１６に対する不正が行われたと判別
できる。さらに、１枚のコインＣが第２コイン通路部１６４を通過する度に回転検出信号
ＲＳが出力され、回転検出装置５０４の光電センサ５３６によるコインＣの検知とコイン
検知装置１１６のコインセンサ４５２、４５４によるコインＣの検知とが一対一で対応す
るので、コイン検知装置１１６に対する不正をより確実に判別できる。
【０１０９】
　なお、上記作用領域５３２を非作用領域とし、上記非作用領域５３４を作用領域として
もよい。この場合、非作用領域に対応して信号を出力する所謂負論理の光電センサ５３６
を用いることにより、上記と同じ回転検出信号ＲＳが出力される。
【０１１０】
　次に、図１４を参照しながら、逆転防止装置７３０について説明する。逆転防止装置７
３０は、羽根車３０２の大径部３０８の下端部に設けられたギヤ部７３４と、ギヤ部７３
４の下方に配置され、支軸７３６の周りを回動可能に設けられた歯止め部７３２とからな
る、所謂ラチェット機構から構成されている。本発明の実施例１では、歯止め部７３２は
、ギヤ部７３４と噛み合う歯止め先端部７３２ａと、支軸７３６に対して歯止め先端部７
３２ａと反対側に設けられ、歯止め先端部７３２ａをギヤ部７３４に向かって付勢する付
勢部７３２ｂとが一体的に形成されている。付勢部７３２ｂの重量が歯止め先端部７３２
ａの重量より大きくなるように構成されているため、歯止め先端部７３２ａがギヤ部７３
４に向かって常時付勢されている。なお、歯止め部７３２はこの構成に限定されず、付勢
部７３２ｂを設ける代わりに、バネなどの弾性力によって歯止め先端部７３２ａをギヤ部
７３４に常時付勢するように構成しても構わない。
【０１１１】
　ギヤ部７３４の歯のそれぞれには、羽根車３０２の回転方向ＦＲに対して、前方側に傾
斜面が形成され、後方側に回転軸線ＲＬに平行な垂直面が形成されている。歯止め部７３
２の歯止め先端部７３２ａは、羽根車３０２の回転方向ＦＲに対して、前方側に回転軸線
ＲＬに平行な垂直面が形成され、後方側に傾斜面が形成されている。換言すると、ギヤ部
７３４の歯の傾斜面と歯止め部７３２の歯止め先端部７３２ａの傾斜面とが相対し、ギヤ
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部７３４の歯の垂直面と歯止め部７３２の歯止め先端部７３２ａの垂直面とが相対するよ
うに構成されている。
【０１１２】
　羽根車３０２が回転方向ＦＲに回転する場合、ギヤ部７３４の歯の傾斜面と歯止め先端
部７３２ａの傾斜面とが接触するが、歯止め先端部７３２ａの傾斜面がギヤ部７３４の歯
の傾斜面によって押され、付勢部７３２ｂの付勢力に逆らって歯止め先端部７３２ａがギ
ヤ部７３４の歯の先端に向かって移動し、歯止め先端部７３２ａがギヤ部７３４の歯を乗
り越えることができる。したがって、羽根車３０２が回転方向ＦＲに回転する場合、歯止
め先端部７３２ａはギヤ部７３４の歯を次々と乗り越え、羽根車３０２の回転方向ＦＲへ
の回転が継続される。
【０１１３】
　一方、羽根車３０２が回転方向ＦＲと逆方向である回転方向ＢＲに回転する場合、ギヤ
部７３４の歯の垂直面と歯止め先端部７３２ａの垂直面とが接触し、ギヤ部７３４の歯の
垂直面によって歯止め先端部７３２ａの垂直面が押されるが、羽根車３０２が回転方向Ｆ
Ｒに回転する場合と異なり、歯止め先端部７３２ａがギヤ部７３４の歯の先端に向かって
移動することができない。したがって、羽根車３０２が回転方向ＢＲに回転する場合、ギ
ヤ部７３４の歯の垂直面と歯止め先端部７３２ａの垂直面との接触によって羽根車３０２
の回転が停止される。すなわち、羽根車３０２の逆転が防止される。
【０１１４】
　なお、本発明の実施例１において逆転防止装置７３０は、羽根車３０２の大径部３０８
の下端部に設けられているが、これに限定されず、大径部３０８の下端を羽根３２１，３
２２，３２３の下端より延長させ、その延長部の周面にギヤ部を設けても構わない。また
、突起版３１４、回転体５０６、支軸３１２の周面等の羽根車３０２の回転を妨げない個
所に設けても構わない。
【０１１５】
　（コインセレクタの動作）
　まず、図１９および図２０を参照しながら、遊技機が受入許可状態にある場合について
説明する。遊技機が受入許可状態の時、コインＣがコインセレクタ１００の入口１２２に
投入されると、コイン投入検知部７００によってコインＣの投入が検知され、第１の回転
停止装置３０４のソレノイド３６４が励磁され、スライド部材３５２を介してストッパ３
３２の揺動レバー３３６が傾斜姿勢となる。これにより、ストッパ３３２の係止体３３８
が退出位置Ｐ１に位置すると共に、可動ガイドレール４０２がコイン通路１０６内に突出
する第１姿勢Ｓ１に保持される。この状態において、コイン投入検知部７００を通過した
コインＣは、コイン通路１０６を転動し、図１９（ａ）に示すように、羽根車３０２の羽
根３２１に接触（または衝突）する。これにより、羽根３２１にはコインＣの押動力が作
用し、羽根車３０２は図１９（ａ）の時計方向に回転を開始する。コイン通路１０６にお
けるコインＣの下流への移動に伴い、羽根車３０２の回転が継続されて図１９（ｂ）に示
す状態となる。そして、羽根３０２はストッパ３３２上を通過し、図１９（Ｃ）に示す状
態となる。このとき、入口１２２から次のコインＣが投入され、コイン通路１０６を転動
して先行するコインＣと後続のコインＣとが連続した状態でコイン通路１０６を移動する
。
【０１１６】
　先行するコインＣによる羽根３２１に対する押動が継続されることにより、羽根車３０
２の回転も継続し、図２０（ａ）に示す状態となる。この時、羽根３２２の先端部３２２
ａ、３２２ｂが先行するコインＣと後続のコインＣとの間に形成される隙間ＳＰ（図１１
（ｂ）参照）に挿入され、先行するコインＣと後続のコインＣとが羽根３２２により分離
される。この時、先行するコインＣが羽根３２１を押動すると共に、後続のコインＣが羽
根３２２を押動する。これにより、羽根車３０２の回転が継続されて、図２０（ｂ）に示
す状態となる。この時点で、羽根３２１はコイン通路１０６から退出し、先行するコイン
Ｃによる羽根３２１への押動が終了する。そのため、先行するコインＣは重力加速度によ
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り速度を上げながら右斜め下方に移動し、図２０（Ｃ）に示すように、出口１２４から排
出される。他方、後続のコインＣによる羽根３２２の押動により羽根車３０２の回転は継
続される。以上の動作が繰り返されることにより、入口１２２に投入されたコインＣが出
口１２４から順次排出される。
【０１１７】
　次に、図２１を参照しながら、遊技機が受入許可状態から受入拒否状態に移行した場合
について説明する。遊技機が受入許可状態の時、図１９（ａ）の場合と同様に、入口１２
２からコインＣが投入されると、コインＣはコイン通路１０６を転動し、コインＣにより
羽根３２１が押動されて羽根車３０２が回転を開始し、図２１（ａ）の状態となる。その
直後に遊技機が受入拒否状態になると、ソレノイド３６４が消磁され、スライド部材３５
２を介してストッパ３３２の揺動レバー３３６が起立姿勢となる。これにより、ストッパ
３３２の係止体３３８が退出位置Ｐ１から突出位置Ｐ２に変位すると共に、姿勢保持機構
４０６による可動ガイドレール４０２の第１姿勢Ｓ１における保持状態が解除される。コ
イン通路１０６におけるコインＣの下流への移動に伴い、羽根車３０２の回転が継続され
、羽根３２１が図１９（ｂ）に示す位置に移動すると、開口１４８から突出するストッパ
３３２の係止面３４６に羽根３２１が係止され、羽根車３０２の回転が停止される。これ
により、コインＣの下流への移動が羽根３２１により阻止されると共に、コインＣの自重
により可動ガイドレール４０２が第１姿勢Ｓ１から第２姿勢Ｓ２に姿勢変更され、図２１
（Ｃ）に示すように、コインＣがコイン通路１０６から落下する。さらに、後続のコイン
Ｃも同様にしてコイン通路１０６から順次落下する。
【０１１８】
　次に、図２３から図２４を参照しながら、回転検出装置５０４およびコイン検知装置１
１６の出力波形について説明する。まず、正常時における出力波形について説明する。図
２３は、コイン通路１０６の回転軸線ＲＬよりも上流側において羽根３２１、３２２、３
２３の先端部３２１ａ、３２１ｂ、３２２ａ、３２２ｂ、３２３ａ、３２３ｂがコイン通
路１０６内に僅かに突出した状態で羽根車３０２が静止状態にある場合の信号波形を示す
。この場合、入口１２２に投入されたコインＣにより羽根車３０２が回転され、図１９（
Ｃ）から図２０（ａ）の状態になるまでの間に、回転検出信号ＲＳとしてパルスＰ１－１
が時間Ｔ１の間出力され、時間Ｔ２経過後、再度図１９（Ｃ）から図２０（ａ）の状態に
なるまでの間に、パルスＰ１－２が出力される。なお、本実施例１では、回転検出信号Ｒ
Ｓのパルス出力時間Ｔ１とパスル非出力時間Ｔ２の関係がＴ１≦Ｔ２となるように、回転
体５０６の切り欠き５０７が設けられている。そして、図２０（ｂ）から図２０（Ｃ）の
状態に至る過程で、すなわち回転検出信号ＲＳが検出されない時間Ｔ２の範囲で、第１コ
イン検知信号ＣＳ１および第２コイン検知信号ＣＳ２として、Ｐ２－１、Ｐ３－１が出力
される。換言すれば、回転検出信号ＲＳのパルスＰ１－１と第１コイン検知信号ＣＳ１お
よび第２コイン検知信号ＣＳ２のパルスＰ２－１、Ｐ３－１とが対応して連続的に出力さ
れる。後続のコインＣについても同様に、回転検出信号ＲＳのパルスＰ１－２と第１コイ
ン検知信号ＣＳ１および第２コイン検知信号ＣＳ２のパルスＰ２－２、Ｐ３－２が対応し
て出力される。
【０１１９】
　次に、不正や故障等による異常時における出力波形について説明する。図２４に示すよ
うに、回転検出信号ＲＳが出力されていないにもかかわらず、第１コイン検知信号ＣＳ１
および第２コイン検知信号ＣＳ２が出力されている。この場合、回転検出装置５０４の光
電センサ５３６の故障や不正行為などによる異常と判別できる。したがって、異常の発生
を音や光などで報知することにより、不正行為を防止できる。
【０１２０】
（変形例１）
　本発明の実施例１のコインセレクタ１００では、羽根車３０２を通過したコインＣを検
知するコイン検知装置１１６が下流である第３コイン通路部１６６に配置されている、換
言すれば、コイン通路１０６において羽根車３０２より下流側に配置されているが、これ
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に限定される必要はない。例えば、図２５に示されるように、羽根車３０２の上部にコイ
ンセンサ４５８を配置して、羽根車３０２を通過する途中のコインＣを検出するように構
成しても構わない。
【０１２１】
　次に、図２６を参照しながら、本発明の変形例１のコインセレクタ１００の回転検出装
置５０４およびコイン検知装置１１６の正常時における出力波形について説明する。なお
、本発明の変形例１のコインセレクタ１００において、コイン通路１０６を転動するコイ
ンＣと羽根車３０２との関係は、本発明の実施例１と同じであるため、図１９および図２
０を参照しながら説明する。図２６は、コイン通路１０６の回転軸線ＲＬよりも上流側に
おいて羽根３２１、３２２、３２３の先端部３２１ａ、３２１ｂ、３２２ａ、３２２ｂ、
３２３ａ、３２３ｂがコイン通路１０６内に僅かに突出した状態で羽根車３０２が静止状
態にある場合の信号波形を示す。この場合、入口１２２に投入されたコインＣにより羽根
車３０２が回転され、図１９（ｃ）から図２０（ａ）の状態になるまでの間に、回転検出
信号ＲＳとしてパルスＰ４－１が時間Ｔ１の間出力され、時間Ｔ２経過後、再度図１９（
ｃ）から図２０（ａ）の状態になるまでの間に、パルスＰ４－２が出力される。なお、本
変形例１では、回転検出信号ＲＳのパルス出力時間Ｔ１とパスル非出力時間Ｔ２の関係が
Ｔ１≦Ｔ２となるように、回転体５０６の切り欠き５０７が設けられている。そして、図
２０（ａ）から図２０（ｃ）の状態に至る過程で、すなわち回転検出信号ＲＳが検出され
る状態から検出されない状態に変移する範囲で、第３コイン検知信号ＣＳ３として、Ｐ５
－１が出力される。換言すれば、回転検出信号ＲＳのパルスＰ４－１と第３コイン検知信
号ＣＳ３のパルスＰ５－１と時間Ｔ４の間に同時に出力される。後続のコインＣについて
も同様に、回転検出信号ＲＳのパルスＰ４－２と第３コイン検知信号ＣＳ３のパルスＰ５
－２が対応して出力される。しかも、期間Ｔ４において回転検出信号ＲＳ、第３コイン検
知信号ＣＳ３同時に出力されるので、この期間Ｔ４において回転検出信号ＲＳ、第３コイ
ン検知信号ＣＳ３の論理積から正常な状態でコインＣが排出されたと容易に判別できる。
【０１２２】
　（変形例２）
　本発明の実施例１のコインセレクタ１００では、羽根車３０２を通過したコインＣを検
知するコイン検知装置１１６が第３コイン通路部１６６に配置されているが、これに限定
される必要はない。例えば、羽根車３０２の上部にもコインセンサを追加配置しても構わ
ない。
【０１２３】
　（変形例３）
　本発明の実施例１のコインセレクタ１００で、羽根車３０２の回転方向ＢＲへの逆転を
防止する機構として、ワンウェイクラッチ５０２と逆転防止装置７３０とが設けられてい
るが、これに限定される必要はない。例えば、逆転防止装置７３０だけで羽根車３０２の
回転方向ＢＲへの逆転を防止する構成にしても構わない。
【０１２４】
　（変形例４）
　本発明の実施例１のコインセレクタ１００では、入口１２２にコインＣの投入を検知す
るコイン投入検知部７００が設けられているが、これに限定される必要はない。例えば、
コイン投入検知部７００を設けない構成にしても構わない、換言すれば、フラップ７０２
および凹部（図示せず）を設けず、第１コイン案内面１４０が入口１２２から第１コイン
通路部１６２を介してコイン選別部１０８まで連続的に形成しても構わない。したがって
、入口１２２にコインＣが投入されると、コインＣは、第１コイン案内面１４０にコイン
Ｃの表面の一方を支持されながら、第１コイン通路部１６２を転動する。この場合、本発
明の実施例１のコインセレクタ１００のようにコイン投入検知部７００でコインＣの投入
が検知されないため、コインＣの投入によって第１の回転停止装置３０４の解除が行われ
ないので、例えばコインセレクタ１００が設置される遊技機がプレイ可能状態等のコイン
Ｃの受入が可能な状態へ変移するのに連動させて、第１の回転停止装置３０４の解除を行
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うようにすればよい。
【０１２５】
　（変形例５）
　本発明の実施例１のコインセレクタ１００では、入口１２２にコインＣの投入を検知す
るコイン投入検知部７００が設けられているが、これに限定される必要はない。例えば、
検知レバー７１４を有さないフラップ７０２を配置し、センサ７１４を設けない構成にし
ても構わない。この場合、入口１２２へのコインＣの投入は検知されないが、コインＣが
フラップ７０２を通過していない状態では、フラップ７０２は待機位置Ｐ３に位置し、入
口１２２を閉塞する。そのため、糸状部材が固定された不正コインおよび不正部材が入口
１２２から投入された場合、当該糸状部材を引き抜いて当該不正コインおよび不正部材を
入口１２２から取り出そうとしても、フラップ７０２が不正防止部材として機能するため
、コインセレクタ１００への不正が抑制される。
【０１２６】
　（変形例６）
　本発明の実施例１のコインセレクタ１００では、開閉体１０４の前面からコイン落下開
口２０８を介してコイン通路１０６が確認可能に構成されているが、これに限定される必
要はない。例えばコイン落下開口２０８の前面を不作用にカバー体を設けても構わない。
前記カバー体を設けることによって、開閉体１０４の前面からコイン落下開口２０８を介
してコイン通路１０６にアクセスすることができないため、コインセレクタ１００への不
正が抑制される。
【産業上の利用可能性】
【０１２７】
　本発明は、パチスロ等のコインを使用する遊技機、両替機、自動販売機、券売機などの
コイン処理装置との組合せで好適に利用できる。
【符号の説明】
【０１２８】
１００　コインセレクタ
１０２　本体
１０４　開閉体
１０６　コイン通路
１０８　コイン選別部
１１０　リジェクト装置
１１２　コイン受入規制装置
１１４　コイン落下装置
１１６　コイン検知装置
１１８　カバー部材
１２０　糸吊り防止装置
１２２　入口
１２４　出口
１２６　不正防止装置
１３２　第１ガイド壁
１３４　左側壁
１３４ａ　上端面
１３４ｂ　下端面
１３４ｃ　前端
１３６　右側壁
１３６ａ　上端面
１３６ｂ　下端面
１３８　凹溝
１３９ａ　掛止孔
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１３９ｂ　掛止孔
１４０　第１コイン案内面
１４２　突起
１４３　矩形の凹部
１４３ａ　傾斜した底面
１４４　ガイドレール
１４５　突部
１４５ａ　下端面
１４６　カバー部
１４６ａ　底部
１４７　突条
１４８　開口
１４９　突部
１４９ａ　上端面
１５０　背面カバー部材
１５２　支軸
１５４　支軸
１５６　掛止突起
１６２　第１コイン通路部
１６４　第２コイン通路部
１６６　第３コイン通路部
１７２　弧状開口
１７４　矩形の開口
１７６　案内部
１７６ａ　案内面
１７８　矩形の開口
１８０　横長矩形の開口
１８２　リジェクト通路
１９２　軸支持部
１９４　軸支持部
２０２　第２ガイド壁
２０３　第３ガイド壁
２０４　開閉体枠
２０６　第２コイン案内面
２０８　コイン落下開口
２１２　上側枠部
２１３　左側枠部
２１４　下側枠部
２１５　右側枠部
２１６　上側揺動レバー
２１８　下側揺動レバー
２１９　突部
２２０　軸挿入孔
２２２　軸挿入孔
２２４　掛止突起
２２６　バネ
２３０　カバー部
２３１　リブ
２３２　リブ
２３３　リブ
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２３４　切り欠き
２３６　切り欠き
２３８　上部分
２４０　中間部分
２４２　下部分
２４２ａ　斜面
２４４　右側端部
２５２　第１ガイドプレート
２５３　上端面
２５６　ガイドレール
２６０　第２ガイドプレート
２６２　逸らせ装置
２６４　下端面
２６４ａ　湾曲面
２６４ｂ　平面
２６６　第３コイン案内面
２６８　逸らせ体
２７０　付勢手段
２７２　支軸
２７４　バネ
２８０　被動レバー
２８０ａ　傾斜面
２８２　押動レバー
２８６　案内突条
２８８　弧状端面
３０２　羽根車
３０４　第１の回転停止装置
３０６　羽根支持体
３１０　軸孔
３１２　支軸
３１４　突起板
３０７　小径部
３０８　大径部
３２１　羽根
３２２　羽根
３２３　羽根
３２６　切り欠き
３２７　切り欠き
３３２　ストッパ
３３４　支軸
３３６　揺動レバー
３３８　係止体
３４２　回動部
３４４　被動部
３４６　係止面
３５２　スライド部材
３５３　係止溝
３５４　本体部分
３５６　被動部分
３５６ａ　凹溝
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３５６ｂ　貫通孔
３５８　被案内部分
３６０　駆動装置
３６２　アーマチャ
３６２ａ　先端部
３６４　ソレノイド
３６６　バネ
４０２　可動ガイドレール
４０４　支軸
４０６　姿勢保持機構
４０８　案内面
４１２　ガイドレール本体部
４１４　錘部
４１６　係止体
４１６ａ　斜面
４１８　レバー
４２０　保持体
４５２　コインセンサ
４５４　コインセンサ
４５６　センサ保持部
４５８　コインセンサ
４６４　支軸
４６６　引き戻し防止体
４７０　係止突起
４７２　係止凹部
４７４　凹溝
４８２　羽根車カバー部
４８４　落下コイン案内部
４８５　第４ガイド壁
４８６　左端部
４８７　左側壁
４８８　右側壁
４９０　前壁
４９２　筒状体
４９４　第４コイン案内面
４９６　掛止突起
５０２　ワンウェイクラッチ
５０４　回転検出装置
５０６　回転体
５０６ａ　外周縁
５０６ｂ　上面
５０７　切り欠き
５０８　傾斜溝
５０８ａ　内端面
５０８ｂ　傾斜底面
５１０　球体
５１２　球体移動規制体
５１４　支持体
５１６　貫通孔
５２４　検知器
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５２６　縁部
５２８　縁部
５３２　作用領域
５３３　被検知部
５３４　非作用領域
５３６　光電センサ
６００　第２の回転停止装置
６０２　ストッパ
６０４　端部
６０６　揺動部材
６０８　支軸
６１０　係止部
７００　コイン投入検知部
７０２　フラップ
７０４　バネ
７０６　軸受
７０８　平板部
７１０　支軸
７１２　検知レバー
７１４　センサ
７１８　貫通孔
７３０　逆転防止装置
７３２　歯止め部
７３２ａ　歯止め先端部
７３２ｂ　付勢部
７３４　ギヤ部
７３６　支軸
ＢＲ　回転方向
Ｃ　コイン
ＣＬ　直径線
ＣＳ１　第１コイン検知信号
ＣＳ２　第２コイン検知信号
Ｄ１　間隔
Ｄ２　長さＤ
ＦＲ　回転方向
ＩＴ　不正用器具
Ｌ１　軸線
Ｌ２　直線
Ｌ３　軸線
Ｐ１　退出位置
Ｐ２　突出位置
Ｐ３　待機位置
Ｐ４　許容位置
ＲＬ　回転軸線
ＲＳ　回転検出信号
Ｓ１　第１姿勢
Ｓ２　第２姿勢
ＳＰ　隙間
ＴＬ１　接線
ＴＬ２　接線
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ＶＦ　分力
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】
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【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１３】

【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【図１７】

【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１８】
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